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はじめに

全国大会の目的と背景
　NPO法人川に学ぶ体験活動協議会（以下、RAC）は、子どもを始めとする川
の愛好者に対して、安全対策、川の文化、教育方法などを提供し、川の指導者
を養成する全国唯一の団体です。毎年RACと全国各地の流域が共同で「川に
学ぶ体験活動全国大会」を開催しており、2001年から続いています。この大会
では、全国各地の川の指導者が集まり、環境保全、教育、防災、地域づくりなど
の課題について情報を共有し、ネットワークを強化することが主な目的です。

今大会のポイント
　新型コロナウイルスの影響で新しい生活様式が求められる中、アウトドア活
動が急速に人気を集めました。それと並行して、水辺を活かしたまちづくりも進
展し、川岸や湖畔がより身近な存在になってきました。
　しかし、その一方で、安全対策やルールについての知識が不足しているた
めに事故やトラブルが発生するケースが増えています。2023年は、ライフジャ
ケットの重要性に対する認識不足が原因で、水難事故で多数の命が失われる
という悲劇も発生し、私たちは、安全対策や地域ごとのルールについての教育
が不十分であると感じました。
　そのため、今回の大会では、「川に学ぶ体験活動」に関わる指導者、専門家
および行政関係者などが一堂に会し、問題点と解決策を共有しました。主なプ
ログラムには、基調講演、事例紹介、現場を視察するサイトツアーやクロストー
クが含まれ、参加者が具体的な解決策を見出せるように企画しました。
　今回の大会を通じて、関係各方面とのネットワークをさらに強化し、持続可
能な「安全な川づくり」を推進することを目指しました。
　初日の基調講演やクロストーク、2日目のエクスカーションなど、ご参加され
た皆様からのアンケート結果では、楽しく有意義であったことと今後の課題に
ついてもご意見をいただきました。
　最後になりましたが、本大会の開催にあたり多大なるご支援、ご協力、ご協
賛を賜りました関係各位に厚く御礼申し上げます。

第22回「川に学ぶ体験活動」全国大会in越前若狭 実行委員会
実行委員長　坂本　均　

サイトツアー
　メダリストを輩出するまちづくり「パドリングビレッジ」を視察

開会式
　挨拶　　NPO法人川に学ぶ体験活動協議会 代表理事　宮尾博一
　ご祝辞　国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課長　豊口佳之氏
　ご挨拶　福井市長　東村新一氏

基調講演
　Kazu 氏（福井育ちの超行動派動画クリエイター）演題「私達が発信者」
　
劇場型クロストークショー
　タイトル「“川の体験” ノウハウ大百科」
　コーディネーター  下川 勇氏（福井工業大学工学部 建築土木工学科 教授）
　　　　　　 パネラー Kazu 氏
　　　　　　　　　 　 大内雅司氏（NPO法人ダウン・ザ・テッシ）
　　　　　 　　　　　 住吉利允氏（くりこま高原自然学校）
　　　　　　　　　  二瓶重和氏（阿賀川・川の達人の会）
　　　　　　　　　　 小畑明日香氏（白馬ライオンアドベンチャー）
　　　　　　　　　  平岡和彦氏（株式会社カンパネラ）
　　　　　　　　　  坂本 均（ノーム自然環境教育事務所）
　　　　　　　　 司会 田中彩愛（一般社団法人環境文化研究所）

まとめと閉会式
　まとめ　 NPO法人小貝川プロジェクト21 、RAC企画総務部会長　齋藤 隆氏
　大会宣言　実行委員長　坂本 均
　次回開催地の発表／フラッグリレー
　閉会の挨拶　実行委員長　坂本 均

交流会

エクスカーション
　Ａコース：まちなか足羽川パドリング川下り
　Ｂコース：フリースタイルカヤック観戦とチャレンジ
　Ｃコース：九頭竜ダム湖ジオツアー
　Ｄコース：竹田の龍ヶ鼻ダムで冒険カヤック
　Ｅコース：永平寺町での「禅と酒と食」を体験！
　Ｆコース：縄文ロマンパークで悠久の時を感じよう！

アンケート結果のまとめ

協賛

RACインフォメーション
　RACの紹介、設立の背景、活動の目的、第 20 回日本水大賞
　全国大会（川に学ぶ全国交流会・川に学ぶ体験活動全国大会）の開催
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サイトツアー

メダリストを輩出するまちづくり「パドリングビレッジ」を視察
　　ガイド ： 松永和也氏 ， 大谷祐司郎 ， 林 尚典 ， 銅 幸久 ， 丸中孝通
　　担当 ： 大門正悟 ， 大川拓哉　記録 : 林 尚典 ， 銅 幸久
　　参加者 : 38名
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パドリングビレッジ構想
　九頭竜川は、福井県内随一の大河
で、全国からアユやサクラマスの釣り
客が訪れ、特にサクラマスを釣る方々
には「聖地」と呼ばれています。また、
九頭竜川に生息するアラレガコは特
に成長が良く大型で、生息地が国の天
然記念物に指定されています。
　この九頭竜川の中流域に位置し、曹
洞宗の大本山「永平寺」で有名な永平
寺町では、川を活かしたまちづくりが
進められています。
　九頭竜川には、カヤックに最適の場
所があることから、永平寺町在住で、
フリースタイルカヤックの国際大会
に毎年出場している松永和也選手の
発案から、「九頭竜川でカヤックが出
来るようにしよう」との機運が盛り上
がり、2019年に、永平寺町長を会長
に、企業、民間団体、福井河川国道事務
所、福井県、永平寺町等からなる「九頭
竜川かわとまち協議会」を組織し、「永
平寺町からメダリストを出そう」をテ
ーマにパドリングビレッジ構想を立
てました。現在、観光と併せた川を活
かした魅力あるまちづくりを進めて
います。
　協議会では、水力発電所からの放流
水を活用したフリースタイルカヤッ
クの拠点「ナミノバ」と、鳴鹿大堰の湛

水域を活用したカヤック初心者向け
拠点「シカノバ」を整備しています。

ナミノバ
フリースタイルカヤックは、激流の

中にとどまりながら操艇技術や繰り
出す技の格好良さを競う種目で、「水
上のロデオ」とも呼ばれています。
　ここナミノバは、関西電力市荒川発
電所からの放流水が年中安定的に流
れ、九頭竜川に合流する場所となって
おり、フリースタイルカヤックをする
には全国的にも数少ない絶好の場所
です。より競技にふさわしい流れを生
じさせるために、クラウドファンディ
ングにより資金を調達し、コンクリー
トブロックを設置しました。
また、永平寺町が、河川敷の一部を

大会運営本部スペース兼駐車場のた
め舗装し、福井県が護岸で観戦出来る
よう階段式護岸を設置するなど協力
して整備されました。現在、フリース
タイルカヤックの国内大会や体験教
室などが開催されており、今後は国際
大会の開催を目指します。

シカノバ
九頭竜川鳴鹿大堰（農業・水道用水

を取水）の上流に位置するシカノバ。
水深が深く流れが非常に緩やかで、カ

ヤックやSUPの体験や練習に最適な
場所です。2023年4月よりパドリング
スクールが開校し体験会や練習が開
催されています。現在、旧工場をリノ
ベーションし、パドリングアクティビ
ティの拠点となる「九頭竜川パドリン
グセンター」を、クラウドファンディ
ングと地元企業からの寄付金により
整備中です。また、福井河川国道事務
所の協力により、河川巡視や水質事故
対応の簡易船着場を整備中です。

ツアー参加者の感想
• 官民協働で知恵を絞りいろいろ
なアイデアを出して取り組まれ
ているところが良い。

• クラウドファンディングによっ
て、河川内のブロックを設置した
ことが素晴らしい。

• 行政が、簡易船着場を整備出来る
理由（河川管理上必要な行為：河
川巡視や水質事故対応等）を整理
しながら、民間でも補助金を活用
し、スクール整備を試みている良
い事例だと思った。

シカノバを見学する様子ナミノバを見学する様子

開会式

　開会の挨拶
　　挨拶 ： NPO法人川に学ぶ体験活動協議会 代表理事　宮尾博一
　　司会 ： 田中彩愛　記録 : 谷美沙希
　　参加者 : 112名

　本日は、国土交通省河川環境課長の
豊口様、福井市の東村市長、福井県土
木部の田中理事にもお越しいただき、
北は北海道、南は九州まで遥々全国か
らお集まりいただき誠にありがとう
ございます。
　この越前若狭大会の開催は、昨年
10月に東京の全国大会にて決定し、1
年をかけて、地元福井を中心とする実
行委員の皆さんのご尽力により、本日
開催となりました。
　私は、NPO法人川に学ぶ体験活動
協議会（以下、RAC）の代表理事として
今大会の副実行委員長に名前を連ね
ておりますが、ほとんどの準備を地元
の実行委員と運営委員の皆様で準備
をしてくださいました。感謝申し上げ
ます。
　さて、川に学ぶ体験活動協議会の設

立は1997年の河川法の改正がきっか
けとなっております。それまでの河川
法では「治水」と「利水」が目的となっ
ていましたが、そこに「環境」が加わり
ました。環境とは、川の環境を整備す
るという意味もありますし、生き物に
優しい環境というのもあります。そし
て、人を育てる、川に親しむというこ
とも環境の一つであり、そのためには
川の指導者を育成しなくてはいけな
いのではないか、ということでRACが
生まれました。建設省(現国土交通省)
が「川に学ぶ社会を構築する」という
施策を打ち出し、RACはそれを具現化
する実行部隊でもあります。全国の川
で活動する人たちを束ね、指導者を育
成するためのナチュラルスタンダー
ド（基準）をつくって、RACは活動して
まいりました。

　ところで、現在、国土交通省におか
れては令和6年度に川の指導者育成
事業が予算として要求されています。
川の指導者育成事業という名目での
予算要求は、私の知る限り初めてで大
変驚き、有難く思っています。
　川の指導者育成は、RACとここにお
られる皆さんの協力なくしては出来
ません。皆さんがこの国土交通省の施
策である指導者育成を、お互いが仲良
く協力し合ってやっていくというこ
とがとても重要だと思っています。今
年は水難事故も多く発生したため、今
大会でも水難事故防止が大きなテー
マとなっています。この全国大会が有
意義なものになるように、皆さんぜひ
この2日間でお互いに交流し、良い全
国大会にしていきましょう。

宮尾RAC代表理事の挨拶会場の様子

全国からお土産をたくさんいただきました受付の様子



開会式

　来賓のご祝辞
　　ご来賓 : 国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課長　豊口佳之氏
　　記録 : 谷美沙希
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　皆さんこんにちは。先ほど宮尾代表
からもありましたが、来年度の予算に
ついてお褒めの言葉をいただきまし
た。ありがとうございます。おっしゃ
られたとおり、国土交通省が「防災」や
「減災」に力を入れております。一方で
少子化などの社会問題も抱えており、
こちらも非常に大事なことだと考え
ております。その中で、「こどもを産
む」という行為も大切なのですが、安
全に育っていただく環境を整えるこ
とも、少子化対策に含まれているとい
う思いを持っております。今年も水難
事故が多発しておりますが、そういっ
たことが無く、安全に健全にこどもた
ちが育っていただくことを後押し出
来ればと考えております。外から襲わ
れて命を失うこともありますが、自ら
の活動で命を失うことが無いように、
備えていただきたいと思っている次

第です。
　ところで、本会の開催にあたりまし
て、実行委員会の皆さんには大変なご
尽力をいただき、このように盛大に開
催されたことをお慶び申し上げます。
　この会場は、福井県繊協ビルという
名称で、繊維産業が福井県の地場産
業、ということです。作家の池井戸潤
さんが執筆された、「下町ロケット」の
続編として「下町ロケット2　ガウデ
ィ計画」という作品があります。ロケ
ットエンジンを制作している佃製作
所に、お医者さんと福井の繊維メーカ
ーの方が訪ねて来て一緒に医療機器
を開発するというお話です。小さなこ
ども用の心人工弁を作るには伸び縮
みする繊維が必要であるということ
で、福井の繊維メーカーとロケットエ
ンジンメーカーとお医者さんが共同
で、心臓の医療機器を開発するという

ものでした。こどもの命を守るため
に、一見何の関係もない人たちが共同
するということが、こどもの安全に向
けてRACと、我々行政機関、国も県も
市も含めて、民間の方々と一緒に活動
しているという姿が非常に重なると、
このビルに入ったときに感じました。
　この2日間で、有意義な会になるこ
とを祈念いたしまして、お祝いの言葉
とさせていただきます。

　歓迎のご挨拶
　　ご来賓 : 福井市長　東村新一氏
　　記録 : 谷美沙希

　「第22回川に学ぶ体験活動全国大
会in越前若狭」が盛大に開催され、全
国各地の川をフィールドとして活動
されている皆様がお集まりいただき
ありがとうございます。皆様に福井へ
来ていただき、心より歓迎申し上げま
す。福井県での開催は、平成16年に日
野川流域の南越前町での開催以来19

年ぶりとなります。現在、福井市では
関係団体と地域の方々との連携のも
と、河川の環境保全と利活用、水辺空
間の賑わい創出などの取り組みを積
極的に進めております。
　市内中心部を流れる足羽川は、令和
2年に「都市・地域再生等利用区域」に
指定され、「足羽川アクアテラス」とい
う名称で、まちづくり福井株式会社が
カヤック体験やキャンプイベントな
ど多くの催しを実施しております。ま
た、本大会の事務局である環境文化研
究所様をはじめ、多くの団体の皆様が
流域での自然体験学習や、SUPなど
の川を活かしたスポーツに市民の皆
様と取り組まれ、地域活性化や観光振
興にも大きく寄与しています。今後ま

すます皆様の熱意によって、水辺に親
しむ風景が広がっていくことを心か
ら期待しております。
　さて福井には、豊かな自然環境がも
たらしてくれる川の恵みはもちろん
のこと、ソースカツ丼や越前おろしそ
ばなどの福井自慢の食も多数ござい
ます。ご滞在中にお楽しみいただけた
ら幸いです。
　本大会の開催にあたり、ご尽力され
ました関係各位に敬意を表しますと
ともに、本大会がすばらしいそして思
い出に残る大会となるよう祈念申し
上げます。

豊口河川環境課長のご祝辞

基調講演

　「私達が発信者」
　　講演者 : 福井育ちの超行動派動画クリエイター　Kazu氏
　　司会 ： 田中彩愛　記録 : 谷美沙希

　今回は演題が「私たちが発信者」と
いうことで、まず自己紹介をさせてい
ただきます。1 5年くらい前から
YouTubeを始めております。
　私がなぜYouTubeを始めたのかを
お話しします。幼少期の記憶でいう
と、運動がすごく苦手で自慢ではない
ですが運動では人の背中しか見たこ
とが無いです。他にも勉強もそんなに
良くなく、一番の問題点はコミュニケ
ーションや人前で喋ることが苦手な
ところでした。大人になってからもす
ごく苦手でした。そんな時に出会った
のがYouTubeで、ただの一般人がイ
ンターネットに顔をさらして喋って
いるということにすごく違和感を覚
えました。今だとYouTube、TikTok、
Instagramなど、みんなが自分の顔を
映しながら出ているのが当たり前だ
と思います。当時は自分の顔をさら
す、ましてやそれで喋るというのは普
通ではありませんでしたが、これなら
人前で喋ることが出来るようになる
んじゃないか、と考えました。人前で
喋ることだけでなく、物事を分かりや
すく伝える、自分の思っている通りに
伝える、この能力が著しく欠損してい
たため、人前に立つと緊張して喋られ
なくなっていました。なので、
YouTubeで練習すれば何とかなるん
じゃないかと思い約15年が経ち、今
に至ります。
　今回特に伝えたいのが、やる気さえ
あればある程度人前で喋ることが出
来るようになる、そしてネット上で正
しくある程度伝えられるようになる
という、私の持論です。私は幼少期目
立つ存在ではなく、大人になってから
YouTubeをやっていることを先生に
伝えても、「え、お前があいつなの？」
と驚かれたり忘れられているような
存在でした。これだけスペックが低い
自分が出来るのだから、おそらく皆さ
んはそれ以上に出来ると思います。

　今回、正しく伝えたい・自分たちが
発信者ということで、みなさんはリー
ダーになって、災害や水、海、山での危
険性などをお伝えになると思います
が、どうしても「分母」が少ないという
問題点があります。目の前の10人20
人にしか伝えられない、何年もかけて
何十回もかけて、せいぜい数千人、い
っても万単位。しかし、SNSを使うこ
とで数千人、数万人、はたまた何百何
千万人に見てもらうことが出来ます。
私の思いとしては1人か2人、うまく
出来る人が出るといいかなと思った
ので、今日はガジェットを持ってきま
した。ぜひ後で前に出て来てくださ
い。講演を聞くだけでは出来るように
なりません。私の経験上、気持ちが続
かなくてやめてしまう人がいます。な
ので、ぜひ気持ちを強く持ってもらい
たい。みなさんは、水の怖さとか伝え
たいものがあると思いますが、会社を
運営されている方もいらっしゃると
思いますので、今回は伝え方というの
をお教えします。水辺の危険性も伝え
ることが出来ますが、自分の村やまち
の良さ、自分の会社の良さなどをアピ
ールしたり、自分のところで作ってい

るもののアピールをしてさらに売れ
るようにしたりなど、そういったこと
にもつながりますので、ぜひ興味のあ
る方はよろしくお願いします。

ガジェット紹介
　今日は家からいろいろと持ってき
ましたが、今回は水に関わる方々が多
いと思いますので、いろいろ聞いてい
きたいと思います。おそらく私が福井
県で一番ガジェットをたくさん持っ
ています。いろんなものを試しに試し
た中での選りすぐりなので、皆さんが
何百何千万もお金を使う必要はあり
ません。

GoPro：多分一番人気。みなさんも持
っておられる方いますね。おそらくガ
イドの皆さんは、水の怖さを表現する
撮影をする時に、機材を水ポチャする
ことがあると思います。私たちの業界
でも、水の中を専門に撮影される方も
いますが、iPhoneなどでは撮影しま
せん。落としたら拾えなくなります
し、自分のメインスマホだと個人情報
なども入っており、二度と取り出せな
くなるリスクもあります。なので、基

東村市長の歓迎のご挨拶

ご来賓 ： 福井県 土木部理事　田中克直氏 ， 福井県議会議員　細川かをり氏
ご祝電 ： 参議院議員　足立敏之氏 ， 参議院議員　滝波宏文氏

© UUUM

Kazu氏の基調講演の様子
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本的にはアクションカメラを使うこ
とが多いです。水辺での撮影で気にす
るのは、いかに楽に撮影することが出
来るのか。一眼レフは画質はいいが、
撮り回しが悪く、リスクが高すぎま
す。さらに、最近だとGoPro以外にも
面白いものがあります。

360度カメラ：所有されている方はま
だ少ないと思いますので、いろいろと
デモンストレーションをしていこう
と思います。選挙などでもこういった
ものを使うと伝わりやすくなると思
います。
　基本的にカメラはアプリを繋いで
使うことが多いです。360度カメラは
防水で、どこか一箇所に固定するだけ
で、前や横、頭の上も撮影が出来て、魚
眼のように撮ることも出来ます。海辺
や川での撮影は、かなりスキルが必要
で、今日のオープニングムービーも頑
張って撮影されたと思いますが、こう
いうものを使うことでさらに少人数
で撮影出来たり、１人でも撮影が出来

たりします。さて、それでは、撮影機材
をどんどん紹介していきます。

GoPro：HERO11になってから、正方
形の画角での撮影が可能になりまし
た。先ほどの360度カメラも良いので
すが、デメリットとして画角が広い
分、容量を食うというのがあります。
また、編集の際に一部の画角を切り出
す作業が非常に面倒なため、作業が増
えます。たった一人で仕事をする人に

とっては大変で、隙間時間で編集する
にはデータが重たいです。そこでお勧
めするのは、このようなアクションカ
ムです。価格も少し安めです。
特徴は、8:7のほぼ正方形の画像が撮
れることです。なぜこれがメリットな
のか。今GoProを持っておられる方は
おそらく古い型だと思いますが、広角
で撮影をしていると意外と、ある一箇
所が画角に入っていないということ
が多々あります。私たちは、正方形の
画角で撮影することで、上側だけを使
ったり下側だけを使ったりします。シ
ョート動画でも有効に使うことが出
来ます。
　YouTubeやInstagramを使われる
方がいらっしゃると思いますが、皆さ

んSNSアカウントはお持ちでしょう
か。始めはおそらく、再生数が0人か
ら1,000人に行くまでが難しいと思い
ます。大事なのは、見てもらう努力で
す。出来れば100回より1,000回見ら
れる方が良いですよね。どうすると見
てもらえるのかが重要になります。一
番いいのがショート動画です。
　現在、子どもの8割がショート動画
を見ていると言われています。皆さん
もご存知の動画だと、ダンスを踊って
いるものなどがあります。ショート動
画の一番いいポイントは、登録者がい
なくてもリールに表示されるところ
です。100万人登録者がいる人が有利
なのは当たり前ですが、登録者が0人
でもショート動画はみんなに平等な
権利を与えてくれます。その中で面白

ければたくさん表示されます。SNSに
よっても違いますが、TikTokだとラ
ンダムに100回、誰にでも見てもらえ
るチャンスがあります。その中で視聴
回数の多さや最後まで見てもらえる
率の高いものが、トップに表示される
ようになります。つまり、フォロワー
がいなくても見てもらうことが出来
ます。皆さんが今やるべきことは、シ
ョート動画を作って最後まで見ても
らえる動画づくりをし、一般の方や子
ども達に届けるということです。
ショート動画を撮影する際の注意

点です。ついついスマホを横向きに撮
影しがちですが、今の基本は横向きで
はなく縦向きです。縦で動画を撮る時
代がやってきているので、縦で撮影・
編集し、アップロードして水の危険性
やまちの良さを伝えていく時代にな
っています。

アタッチメント：次はアタッチメント
の紹介です。今回ぜひ手に取って見て
いただきたいです。
こちらは、小さい三脚です。小さいで
すが棒がかなり伸びるのがポイント
です。三脚もカメラもですが、水につ
けたときは必ず、水を入れたバケツに
1時間は浸けて塩抜きや泥抜きをし
てください。
　次はこちらです。頭にカメラをつけ
るアタッチメントもありますが、こち
らは口に咥えるタイプのマウスバイ
トです。一部がゴムになっていて簡単
に撮影が出来ます。
　こちらは、自由自在に角度を変えら
れる三脚です。船やポールに巻きつけ
て固定出来ます。こうするだけで、船
の前や後ろに取り付けることが出来
ます。
　こちらも三脚です。海辺で三脚は使
いづらいと思いますが、これは（自撮
り棒のように）自由に伸びて、先端の
アタッチメントをワンタッチで交換

することが出来るのですごく便利で
す。こういった手持ちの三脚だと、片
手が使えなくなりますよね。こちら
は、首に固定するアタッチメントで、
自分の主観視点で撮影が出来ます。ど
うしてもブレが気になるという場合
には、付属のひもで体に固定させるこ
とで、走りながら撮影も可能になりま
す。水辺の危険な瞬間がいつ来るかわ
からないので、危ないと思った瞬間に
ボタンを押すだけで撮影が可能です。
これは、カメラの脱着が簡単なので、
街中を歩くシーンではパッと外すこ
とが簡単にできます。
　こういうガジェット紹介を普段の
生活にも活かしていただきたいです。
私も娘の運動会で、専用のカメラマン
よりもいい機材を持って、上空から玉
入れを撮影したりもしました。周囲か
らは驚かれますが、親御さんにもすご
く喜ばれました。
　また、SNSにアップした動画のコメ
ントから、世間一般の意見を知ること
が出来ることも良い点です。
　では実際に皆さん前に出てきて手
に取ってみてください。

ガジェットの質問
Q.一番よく使うのはどれですか？
A.HERO12（GoPro）とOsmo Action 4
（DJI）の2種類のアクションカムです。
撮影のしやすさはGoProですが、例え
ば真夏に使ったり、長い時間撮影する
にはDJIが良いです。アクションカム
は防水で堅牢性が高い反面、熱がこも
って触れないくらい熱くなり止まっ
てしまうことがあります。Osmo
Action 3,4（DJI）は熱耐性に強く、直
射日光でも30分、動きながらの撮影
なら1時間は大丈夫です。

Q.冷たい環境で撮影可能ですか？
A.はい、大丈夫です。マイナス10℃の
スキー場でも撮影しています。マイナ

ス20℃になってくると、バッテリー
が持たなくなるので、例えば直前まで
ポケットで温めてから撮影をします。
価格もDJIのほうが安いです。また、最
近はスマホにも手振れ補正がありま
すが、アクションカムは走っていて
も、スマホとは比べ物にならないくら
い一切揺れない映像になります。

Q.似たようなガジェットがあります
が、いつもどうやって選んでいます
か？
A.見分け方は特にないです。やっぱり
買って使ってみること。皆さんは多分
そんなにお金を使うと家族に怒られ
ると思います。長く使われるならDJI
をおすすめします。

Q.インタビューするときに、カメラ
をつけたままでお話を聞くには？
A.インタビューの時に首に固定する
るアタッチメントを使用すると、声の
大きさに問題が出ます。出来るだけ、
小さな声で喋ってもらいましょう。首
に固定すると自分の声がすごく通り
ます。そのため、話をする際にはハン
ドマイクが無くても問題ないです。

Q.アタッチメントはメーカーによっ
て違いますか？
A.アクションカム系はGoProのアタ
ッチメントを使うことが多いです。変
換するためのアタッチメントが大量
にあるので、何を買っても一応使えま
す。基本的にGoProのネジ締めタイプ
が主流ですかね。

Q.ライフジャケットの上からでも、
固定できますか？
A.結構ゴムが伸びるので、おそらく大
丈夫だと思います。もしくは痩せてく
ださい。あとは、ライフジャケットの
内側を通すというのもアリかもしれ
ません。

360度カメラで会場を撮影中

GoProで会場を撮影中

アタッチメントだけでもかなりの量

参加者が実際にガジェットを触って体験タイム
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Q.撮影中に風の音などの雑音が入っ
たりしませんか？
A.風の音は意外と小さかったりしま
す。自分の声のほうが大きく入るので
結果的に大丈夫なことが多いです。

Q.接写は出来ますか？
A.アクションカムで接写は出来ませ
ん。接写はスマホとかのほうがいいで
すね。あくまでも今回はアクティビテ
ィ中の撮影ということで紹介してい
ます。
　普段から撮影される人にとって、
「こういう撮影が難しかったんだよな
ー」という課題に対しては、これらの
ガジェットでほぼ解決出来ると思い
ます。

編集ノウハウ
　ここからは編集です。一発撮りで綺
麗に撮影出来ることもありますが、プ
ロの技すぎて素人にはなかなか難し
いです。私たちユーチューバーでも喋
っているときによく噛むことがあり
ます。実は10分の動画でも、人によっ
ては20分、30分撮影していることも
あります。そのため編集でカットする
こともあります。編集ソフトは、有料
のソフトが色々ありますが、最近では
若い子や動画クリエイターの中でも
スマホだけで編集する人が増えてい
ます。そんな中で私がお勧めするの
は、CapCutというアプリです。スマホ
で編集するアプリの一番ポピュラー
なものです。これのすごいところは、
使ったことが無い人でも直感的に使
えるところです。どんな人でも使える
ようにユーザーインターフェースが
最適化されているので、素人でも簡単
に扱えるのが特徴です。そして無料で
す。使ってみて、さらに凝ったことを
やりたくなったら、有料サービスにア
ップグレードも出来ます。まずは手始
めに自分で編集してみて、自分で動画

を書き出して、SNSにアップロードし
てみましょう。ポイントは、最初の敷
居を一番低くしておくと長続きしま
す。視聴者が何百万人いる方の中に
も、このアプリを使っている方は沢山
いらっしゃいます。
　ここで皆さんが考えるのは、「どう
やってみんなに見てもらえるのか」と
いうことだと思います。より多くの人
たちに見てもらいたいというのが人
間の心理ですね。どうやって見てもら
うのかで、「すごい編集をしないとい
けないんじゃないの？」と思う方も多
いと思います。実は、エフェクトやキ
ラキラした装飾など、こういったもの
は一切要りません。映像や喋り手さえ
よければ、動画をカットする作業だけ
でいいのです。BGMも最悪必要あり
ません。映像の面白さやテンポの良さ

が全てになるので、複雑な作業は必要
ありません。
　動画を最初にアップロードすると
きの注意点は、「心折れないこと」で
す。意外と皆さん心が折れます。こん
なに頑張ってアップロードしたのに
3回しか再生されていない。しかも全
部自分…。よくあることです。最初は

まず敷居を低くしてください。撮影し
てテンポに注意して編集し、完成した
らアップロード、それだけで十分で
す。敷居をどんどん低くしてどんどん
アップロードしましょう。たったこれ
だけです。ある程度動画も撮影出来る
ようになり、アップロードが楽しくな
っていくことが大切です。楽しくない
と続けられませんし、視聴者さんから
のコメントでやる気も出ます。もっと
動画をアップしたい。そうなってきた
時にBGMをつけたり、流行している
音楽と合わせたりして、紹介動画を出
していくことが必要です。アプリの課
金をしなくても、チュートリアルに、
参考になる動画がたくさんあり、カッ
トするだけからステップアップする
ことが出来ます。

質疑応答
Q.横方向ではなく縦方向で動画を撮
るのが主流という話がありましたが、
やっぱりスマホで閲覧する人が多い
からですか？
A.はい、そうです。今の時代に最適化
していかないとダメですね。昔はテレ
ビが主流でしたが、今はYouTubeや

TikTokなどが主流になっています。
人によっては、地上波テレビを見るの
が１ヶ月で5分も無いこともあるよ
うです。時代に合わせて、見る人が多
い媒体に対して訴求をしていくこと
が必要です。YouTu b eは横動画
（16:9）が殆どですが、トレンドを追う
と縦動画で楽しむ方が多いというの
が現実で、数字としても出ています。
よりたくさんの人に伝えたいとなる
と、縦動画を軸にするのが良いです。

Q.トレンドを掴むにはどんなことを
したらいいでしょうか？
A.難しいですね。川や海は好きだけど
デジタルは嫌い、デジタルは好きだけ
ど川や海は嫌い、そんなことあります
よね。相反する状況では、川や海の良
さや危険性を動画にすることは難し
いですよね。より多くの人に川や海の
ことを知って欲しいのなら、やはり自
分が変わるべきでしょう。トレンドを
掴むというか、SNSで川や海の映像を
見ることが心の底から好きにならな
いと、そういう動画を作るのは難しい
と思います。やはり川や海のことも、
SNSのこともバランスよく好きであ
ることが大切です。

Q.「川にゴミを捨てないで！」などの
啓発動画を作りたいとき、どんな形の
メッセージの出し方が良いのか、難し
そうなものは見てもらえそうになく
て困っています。
A.例えば、私は芝刈りの動画を上げて
います。芝刈りが好きで、関連動画も
枝を切る動画ばかりになっていて、す
ごく楽しいです。そういう動画でも再
生数が伸びるものがあります。再生数
が高い動画の真似をしながら、自分の
動画づくりに落とし込んでいくとい
う作業が非常に重要です。そうする
と、「これすごく再生されているけど
なんでなんだろう？」と考えるように

なります。例えば、シリアスな啓発動
画なのに再生回数が多いものを見つ
けたりなど。残念なことにSNSで海・
事故・危険性などを検索するとニュー
ス映像ばかりが流れています。今、講
演を聞いていただいて、もっとSNSに
詳しくなるのであれば、ニュースと並
んで個人の配信が載って、正しいこと
をさらに皆さんに知ってもらうこと
が出来ると思います。日常の中で、ス
マホと向き合う時間を増やしたりし
て欲しい。そうするとより多くの人に
伝わっていくと思います。

Q.若い人がテレビや新聞を見なくな
る今、SNSを効果的に使うことで、川
の危険性などが伝わっていくのだな
と思って共感を得ました。
私はものぐさなので、スマホも充電を
せずに寝てしまったりして、朝起きる
と充電が無かったこともあります。こ
れだけの数のガジェットの電源管理
はどうされていますか。
A.私の場合、充電作業は日本の中で
15人以内に入るくらい多いと思いま
す。置くだけで充電出来たり、とにか
く簡略化していきます。そこにはお金
をかけます。ちょっと面倒になって充
電をしなくなったり忘れたりするこ
ともあります。そのため、充電が楽な

ものばかりを探して購入しています。
　若い人がテレビなどを見なくなっ
た話ですが、人にもよりますが最近
YouTubeの伸びがいいのは実はご高
齢の方で、孫から聞いたりして視聴者

が増えているようです。雑草を抜くだ
けのチャンネルや、畑のことを伝えて
いるだけのチャンネルもあって、平均
年齢70歳以上のチャンネルも沢山出
てきています。若い子達だけのメディ
アではなく、全年齢が対象になってき
ています。

（以上）

会場からたくさんの質問が出る

質問の様子

真剣な眼差し
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劇場型クロストークショー

　「“川の体験”ノウハウ大百科」～安全に体験できるために、私たちがやることとは～

　　コーディネーター : 福井工業大学工学部建築土木工学科教授，一般社団法人環境文化研究所理事　下川 勇氏
　　パネラー :  福井育ちの超行動派動画クリエイター Kazu氏

NPO法人ダウン・ザ・テッシ 大内雅司氏
くりこま高原自然学校 住吉利允氏
阿賀川・川の達人の会 二瓶重和氏
白馬ライオンアドベンチャー 小畑明日香氏
株式会社カンパネラ 平岡和彦氏
ノーム自然環境教育事務所 坂本 均氏

　　司会 ： 田中彩愛　記録 : 谷美沙希

［司会］さてそれでは、「劇場型 クロス
トーク：“川の体験”ノウハウ大百科～
安全に体験できるために、私たちがや
ることとは～」を開催します。このク
ロストークでは、RACの会員団体に体
験を申し込んだり、学校の授業で水難
事故防止について学ぶ方以外の、いわ
ゆる一般の方が水辺で起こしてしま
う事故やトラブルなどについて、RAC
が今後どのように関われば良いのか
を、ご登壇されるパネラーの皆様と一
緒に課題解決を目指し、それぞれの流
域で活かせるヒントとなることを目
指します。コーディネーターは、福井
のまちづくりといえばこの方、福井工
業大学工学部 建築土木工学科 教授
の下川勇様です。
　まちづくりに詳しい下川さんが本

日は「水辺の安全」をテーマにコーデ
ィネートされるのはどういった繋が
りになりますか？
［下川］私はルネサンス時代のイタリ
ア建築や都市の歴史を研究しており
ます。研究は人と自然がテーマになっ
ていて、それについて考えてきまし
た。今回関わっていることが人と自然
がどう共生していくのかを考えてい
るので、ぴったりだと思っています。
［司会］下川さんはSUPやカヤックな
どもお好きということで、ぜひ今日は
ユーザー目線でのコーディネートも
お願いいたします。

パネラーの活動紹介
NPO法人ダウン・ザ・テッシ
大内雅司氏

　私たちは天塩川流域でアウトドア
の活動を行っている団体が寄り集ま
って出来たNPO法人です。主に役所
からの依頼を受けて、カヌーの大会を
行っています。リスクマネジメントと
して、有事の際の保険も兼ねて設立し
ました。RACの講習会なども行ってお
り、北海道中を飛び回っています。そ
の中で、SUPなどをフリーで行って
いる方々に対する講習会での意識の
変化をご紹介いたします。
　登録料、講習会開催費はいただいて
ますが講習自体は無料で行っており、
何度か講習会を案内しましたが、参加
されない方は、金銭的な問題・時間的
な問題、そこまでしなくてもよいと思
っていることや、資格内容が分かりに
くいなどの理由がありました。スキー

や水泳などはインストラクターなど
技術的な資格がありますが、RACの資
格はざっくりとした知識としての内
容が多いので、解りにくいという意見
がありました。その後、SUPをされて
いる方々とお話をしたところ、受講し
たいと思った理由は、SUP中に危険
を感じたからだそうです。風が強いと
岸に戻れなかったり、リーシュコード
が木に絡まったりという経験があっ
たようです。ニュースで水辺の事故を
見たりしたことで、何かしら助かる方
法を知っておきたいというような意
見もありました。
　他団体のインストラクター資格を
持っている方でも、ロープレスキュー
の経験が少なく、レスキューで失敗す

ることが多いそうです。RACの講習会
を行った後の感想を聞くと、非常に為
になった、道具を持っていても練習し
ないとうまく使えないというのを再
認識した、いざ助けるとなると焦って
しまうなどの意見がありました。
　一方で、参加を迷っていた方々の理
由が仕事やプライベートの場合、次回
に参加される傾向があります。しか
し、参加費が高い、見学して面白そう
なら受講する、そこまでガチで遊んで
いないなどの理由の方は受講しない
傾向があります。この様なことが、講
習会の開催の中で分かったことです。
［下川］非常に生々しいデータで分か
りやすかったですね。講習会を受けま
しょうというスタンスから、そこまで
では無いというところまで、ひょっと
したら全般的に言えるユーザーの感

想なのかなと思って、解りやすかった
です。他に参加者で気になる意見など
ありましたか？
［大内］アンケートを取った際に多か
ったのが、犬などの動物を乗せてカヌ
ーやSUPをするときはどうしたらい
いかという話がありました。

くりこま高原自然学校
住吉利允氏
　くりこま高原自然学校は、宮城県北
部の栗駒山の中腹付近で、川の源流部
にあたる場所にあり、自然体験や野外
活動などを行っています。シャワーク
ライミングや森遊び、沢を使ったアク
ティビティが中心です。石を積んで堰
堤を作って魚を取ったり、リサーキュ
レーションの構造を作って体験して
もらったりしています。他にもラフテ
ィングのガイドや湖でのワカサギ釣
り体験などもしています。別の活動と
して、登山や沢の活用なども行ってお

り、登山に行く前にバックパックを使
った着衣泳などのトレーニングを行
ってから山に入っていきます。こうい
った活動をしていく中で、今日本のア
ウトドア業界で流行らせようという
動きが出ている「Leave No Trace」と
いうプログラムを、我々の自然学校で
は賛同しています。これは7つの原則
からなる、ルールではなくスローガン
です。①事前の計画と準備、②影響の
少ない場所での活動、③ゴミの適切な
処理、④見たものはそのままに、⑤最
小限の焚火の影響、⑥野生動物の尊
重、⑦他のビジターへの配慮。

　我々がシャワークライミングを行
う沢の入り口で焚火やBBQの痕跡、
食べ残しがあったりします。そうする
とクマが降りて来る事もあって、他の
利用者がリスクを抱えたりすること
に繋がるので、十分気をつけようなど
ということを考えながら活動してい
ます。今ある自然を未来に残すこと
で、子どもたちや次の世代へ、自然体
験活動や川での活動がより良いもの
になるように、取り組んでいます。
［下川］相当幅広いアクティビティと
なっていますね。いろいろ実施されて
いるなという印象です。どういったタ
イプの子どもたちが集まって来ます
か？案内などはどうやって出されて
いるんですか？
［住吉］フリースクールの子たちも居
ますし、仙台や盛岡などの都市部に居
る子どもたちも参加します。リピータ
ーさんが多く、結構クローズではある
のですが、広げていけたらとは思って
いるので、最近はオープンにしていっ
ています。ですがオープンにすること
で、お客様の質も変わってくるので、
逆にそこのお客様に対して指導して
いくことで、ボトムアップさせていく
ことも僕たちの役割かなと思います。
そこに対しても力を入れる必要はあ
るかなと思っています。

阿賀川・川の達人の会
二瓶重和氏
　福島県の会津から参りました「阿賀
川・川の達人の会」の二瓶と申します。
私たちの事例についてご紹介いたし
ます。阿賀川は会津地方の中央を流れ
ている川で、新潟県に入ると「阿賀野
川」と名前を変えて日本海に注ぎま
す。私たちの会は平成11年にスター
トしたボランティア団体で、基本理念
は「川に遊び、川に学び、川と生きる」
です。会員数は、かつては200人を越
えていたときもありましたが、現在は
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事例発表の様子

造を話したりしています。自分たちの
活動拠点だけではなく、アウトドアに
興味を持った方が、旅行の後でも正し
い知識で遊んで、自然を楽しんでもら
い、悲しい事故を減らせるように、
日々心掛けてガイドをしています。
［下川］いい写真がたくさんありまし
たね。土地柄なのかもしれませんが、
他の方々はどちらかというと地元の
子どもたちを対象にしていた感じで
すが、今回は観光客やゲストの方が来
られて体験していただいて、その短い
間に自然体験を通じて安全を学んで
いただくような感じでしょうか？
［小畑］そうですね、お盆休みだとファ
ミリーの方が多く、また修学旅行も受
け入れているので、その中で安全につ
いてお話したりなど、関われる期間は
短いかもしれませんが、できるだけ多
く持って帰っていただけるように気
をつけています。

株式会社カンパネラ
平岡和彦氏
　アウトドア用品を販売する会社で
す。屋号はSUNDAY MOUNTAINと
THE GATEを運営しています。福井県
坂井市に本社があります。従業員数は
118名、福井県内に実店舗を３軒運営
しています。設立は2009年６月。写真
のようなスタッフが多く、非常に若い
です。年間売り上げ32億円、取り扱い
18万点、１日あたりの出荷数が1,000
件くらいです。3：7で女性が多いのが
特徴で、平均年齢が34歳です。日本に
入っているブランドの商品はほぼ取
り扱っている会社です。

　我々のビジョンは、「地方を変える」
です。アウトドアを通じて地方を変え
るということをやっています。手段は
アウトドア人口を増やすことで、アウ
トドアで地方を変え、発展させていく
会社です。二本柱として、Eコマース
事業とローカル事業に分かれます。E
コマースはSUNDAY MOUNTAINと
いうお店でして、楽天SHOP OF THE 
YEARを合計６回取得しています。ロ
ーカル事業としては店舗運営です。
THE GATEという店舗です。ぜひお越
しください。どちらかというと山の店
で、ハイキングやトレッキングを提案
しています。THE GATE WAKASAは
２年前にオープンしまして、SUPや
カヤックを販売しています。Park 
Coffee & Bagelは、ベーグルを販売し
ています。公園のような空間を作っ
て、アウトドアをより身近に感じてほ
しい、そういう思いで飲食店舗も取り
扱い始めました。こちらにもぜひお越
しください。また、プライベート事業
としてDVERGというアウトドアブラ
ンドをやっています。福井県の伝統工
芸である、越前打刃物と鯖江のめがね
のサングラスを使って福井を表現し
ています。他にもキャンプを身近に知
ってもらいたいというイベント、
CAMP OF WONDER。そしてFukui 
Coffee Festivalを昨年実施しまして、
来場者数１万２千人を集客していま
す。今年も11月に開催予定です。福井
県最大級のイベントとなる予定です。
今後の事業としては、福井県のクラフ
トビール醸造所のサポートをする予

定です。アウトドアとビール文化と合
わせて、福井を表現していきたいと思
っています。最後に、福井県アウトド
ア協会についてです。福井県をアウト
ドアで盛り上げようということで活
動を行っています。約50社が関連し
ていて、みんなが熱い思いをもって、
アウトドアで福井を盛り上げようと
活動しています。
［下川］私もいつもTHE GATEを使っ
ていますよ。品揃えがいいですね。
［平岡］ありがとうございます。会社の
PRばかりで申し訳ありませんが、ま
たお越しください。

ノーム自然環境教育事務所
坂本 均氏
　ノーム自然環境教育事務所では自
然と人、人と人を結ぶお手伝いをして
います。六呂師高原の標高500mくら
いの丘陵地帯の、周囲を牧場に囲まれ
た静かでのどかで動物の方が多い地
域です。そこにハックルベリーの森と
いう2haほどの平らな雑木林を見つ
けて使い始め、25年が経ちました。今
は春夏秋冬を通して、県内のこども園
の皆さんが、平日に森のようちえんと
して利用されています。それから、小
中学生や高校生の皆さんが時々団体
のあそびや体験活動をしに来られま
す。自主事業として、地元の方々と一
緒に音楽や俳句のイベントや、ソロキ
ャンプなどの受け入れや、大きな木を
使ってツリークライミングも実施し
ています。小さな森ですが、土の中の
生き物や昆虫、爬虫類、鳥類など生き
物が多く、大型から小型の哺乳類も利
用する多様性に富んだ森です。夏は大
野市の九頭竜川の支流の打波川で7
月から８月に川遊びをしています。親
子での体験や森のようちえんの体験
の他、今年初めて保育園へ声をかけ
て、川遊び講座を事前に実施してお手
伝いしていただくこともやってみま

76人に減少しています。会の目的は、
「①河川環境の保全、②自然体験活動(
特に安全な川遊びの普及)、③子ども
たちの健全育成、④川を活かした元気
で活力ある地域づくり」への貢献で
す。主な活動の1つめは「会津めだか
塾」で、これはRACリーダー講座とし
て運営しています。2つめは、子ども
たちの川遊びの会の「阿賀川・子ども
アドベンチャークラブ」です。暖かく
なり始めた6月に「源流体験」で滝を
訪れたり、7月~9月には川流れやカヌ
ーをしたり、1月にはスノーシューを
履いて「冬の森探検」をしたり、2月に
は氷結した湖でワカサギ釣りをした
り、3月には雪が解け始めた阿賀川の
土手で春の兆しを探したりなど、年間
を通して川に関わる活動をしていま
す。その他にも、学校の総合的な学習
の時間の支援として水生生物調査を
コーディネートしたり、プールの時間
にライフジャケット体験をサポート
したりしています。また、保育園の川
遊びや高齢者学級でストーンペイン
ティングをしたり、地域のイベントの
際にカヌー体験コーナーを担当した
り、さらに特定外来生物の駆除や、阿
賀川の高水敷に整備されている「イト
ヨ観察池」の環境維持作業等もしてい
ます。
［下川］こういった活動は長くされて
いるのですか。
［二瓶］活動を始めた当時は、「よい子
は川で遊ばない」という看板があちこ
ちに立てられていたこともあって、
人々が川に近づかなくなりました。そ
の結果、川が汚れていても誰も気にせ
ず、また汚れている川には行きたくも
ならず、どんどん人の気持ちが川から
離れていきました。
　当時の阿賀川工事事務所(現在は阿
賀川河川事務所)さんから、「人を川に
呼び込みたいが、何かいい方法はない
か」という相談を受けて、「“川の達人”

を養成しよう」ということになり、そ
のために『会津めだか塾』を開講した
のが、「阿賀川・川の達人の会」の始ま
りで、もうすぐ25年になります。

［下川］人の心も変わっていくと思い
ますが、自然環境も20数年前から変
わってきたかと思います。その環境が
昔と変わったなと思うところはあり
ますか？
［二瓶］私は今68歳ですが、小学生の
ときに水浴びをしていた川が、高校生
の頃には魚も棲めないくらいとても
汚れてしまいました。その頃と比べる
と、最近は流れている水はきれいにな
りましたが、川岸に生えている植物は
ガラッと変わり、川の中の生き物もブ
ラックバスなどの外来生物が多くな
りました。今は、なんとか少しでも在
来の動植物を守っていきたいと思っ
ています。

白馬ライオンアドベンチャー
小畑明日香氏
　活動拠点は長野県の北西部にある、
北アルプスのふもとに位置する白馬
村と大町市です。白馬と言えばウイン
タースポーツですが、グリーンシーズ
ンのアクティビティもたくさんあり
ます。中でも人気なのは熱気球です。
1998年の冬季オリンピックの舞台と
なった白馬ジャンプ競技場の麓の広
場で体験を行っています。風の安定し
ている早朝のみの体験で、朝日や雲海
など、様々な風景が見られるアクティ

ビティです。0歳から体験できて、一
度に20人くらい乗ることができま
す。ペットも一緒に乗れます。インコ
と一緒に乗った人も中にはいます。次
のアクティビティはラフティングで
す。白馬村内を流れる姫川は比較的浅
くて狭いので、岩をすり抜けるような
スリリングなコースで、大町市を流れ
る犀川は川幅が広くて、上流にダムが
あるので水量も安定していて、初めて
の方でも安心して遊べる穏やかなコ
ースになっています。ちなみに私自身
は中学校の修学旅行の時に犀川で体
験をして、ラフティングガイドになり
ました。
　姫川は白馬の景色も楽しめて、貸し
切りだと4才から体験できます。湖の
アクティビティも体験される方が
年々増えており、長野で一番透明度が
高いといわれている青木湖では、ツア
ーやレンタル種目を取り扱っていま
す。今シーズンから導入したファミリ
ーSUPは、４人乗りで安定度が高く、
小さいお子さんやペットを乗せての
んびりと湖を楽しむことができます。
SUPを繋げたり、何人乗れるか試し
たり、それぞれの楽しみ方で発見でき
るのがレンタル種目のいいところか
なと思います。また、修学旅行などの
団体向け種目もあります。筏つくり体
験は、4～6人で限られた材料で筏を
作り、湖に浮かべて、またほどいて元
の状態に戻すところまでを行います。
チームで試行錯誤しながら協力し合
ったり、他のチームとの違いも話し合
ったりと、チームビルディングの要素
も兼ね備えたアクティビティになり
ます。白馬ライオンアドベンチャー
は、「初めてを始めよう」をモットー
に、子どもたちやアウトドア初心者の
方でも安心して楽しめるツアーを開
催しています。安全講習はもちろん、
少しでも川の知識を付けてもらえる
ように、ツアー中に川の危険個所や構
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クロストークの様子

ん側の知識やスキルが無いといけま
せんね。それがアウトドア業界の常識
になっていくことの入り口かもしれ
ないですね。Kazuさんどう思われま
すか？
［Kazu］ネットはすごく便利なもの
で、夏になったら川や海のものがよく
表示されるようになっているので、や
はりそういったときに分かりやすい
動画がまだまだ少ないというのも問
題点としてあると思います。危険性を
訴える動画は再生数が上がったりす
るので、全体的にSUPに乗る人も乗
らない人も動画を見て、周りに教え合
えるのではないかと思います。
［下川］平岡さんもKazuさんも広める
という点ではぴったりの人たちだと
思うのですが、全体で行うには、仕組
みが重要なのかなと思います。仕組み
についてもっとこうすればいいので
はないかというビジョンや気をつけ
ていることはありますか？
［平岡］私たちは福井県アウトドア協
会というものを設立しています。新潟
県でもアウトドア協会が出来ました。
新潟県のウエストという会社と仲良
くさせていただいていて、福井県の私

たちの活動を見て、新潟県でもつくら
れました。そういった活動が広がっ
て、日本アウトドア協会の小売りの業
界を作ろうという話も出ています。そ
の中で安全についても啓蒙活動が出
来ますし、メーカーさんに対して何か
安全性を訴えかけるCMを打ってほ
しいなどの提案も出来ます。民間とし
て全体を通して出来ることは、そうい
うことだと思います。ここに行政の
方々にも入っていただいて、より安全
性を担保するような活動が出来ると
いいのではないかと思います。
［大内］実際に中古ネット販売で買っ
たものや、日本製ではない安いSUP
を購入して乗っている方々もいまし
た。その人たちは動画などで安全対策
も見ているようです。だけど、その動
画の中に出ていない大切な事もあり
ます。例えばロープレスキューで、ロ
ープが絡まって使えない時がありま
す。それはロープを束ねて片づけてし
まうから。そういった細かなことまで
説明している動画が無いと思います。
［下川］動画というのは検索してもい
っぱいワードが出てきて、どれが実際
に見ればいいのか、何が正しいのか分

かりにくいところがあります。ひょっ
としたら、正解の動画があるのかもし
れないが、ユーザーがたどり着けない
のかもしれません。
［Kazu］そういうときのショート動画
です。今の若者は短い動画を好みま
す。10～20秒で、なぜ失敗したのかを
説明する動画を量産します。視聴され
ることで関連した動画がたくさん出
てくるようになります。ショート動画
は検索ではなく関連動画が出てくる
ようになるので、そういう動画をたく
さん出すことが大切です。
［下川］平岡さんのような小売業界も
そういう動画の作成を頑張る、RACも
これを見たら大丈夫という基本動画
をKazuさんが言うように作ることが
ポイントですね。山田るまさんのよう
な方に出てもらったり。
［山田］はい、すごく賛成です。私も
RACの講習会に行かないと分からな
いことがいっぱいあったので、そうい
うことを一般の方々に知ってもらう
ためには、動画というのは必要だと思
います。
［下川］大内さん、RACの動画さえ見れ
ばOKという状態にするというのはど
うでしょうか。
［大内］はい、すごくいいアイディアだ
と思います。
［Kazu］ショート動画を量産し、また
ロング動画を1本見れば丸わかりと
いうようにしておくというのもいい
と思います。

テーマ2
プレジャーボートとカヤック等の共
存によるトラブルを防ぐために、私た
ちができることは？
参考事例3
　2021年9月５日、福井県高浜町の高
浜和田ビーチより250m離れた海上
で発生した、SUPツアーに漁船が衝
突し、当時29歳の女性が亡くなった

した。それから、市内を流れる川の水
質調査やガサガサ体験などもしてい
ます。春から秋にかけては九頭竜ダム
湖でカヤックやSUP体験をしていま
す。カヤックと化石採取を組み合わせ
た、ジオ・カヤックツアーも今年から
始めて、湖岸は大体1億から3億年前
か後の古生代から中生代の地層で、ア
ンモナイトなども見つかっています。
ダム湖に流れる川がありとても冷た
いので、夏季シーズンはカヤックや
SUPで遊びに行くツアーを子ども向
けと大人向けに実施しています。お客
様は大阪、岐阜、愛知の方が多いです。
　大切にしていることは3つあり、1
つ目は自然との関わりを通して人と
人が一歩近づくお手伝いを大切にし
ていること。2つ目は地域や自然の歴
史・文化・暮らしなど、体験を通して伝
えていくこと。3つ目は安全で平等、
そして楽しく学ぶことを背景とした
エコツアーを提供していくこと。今後
は多様な価値観の受け入れ、共同共
生、そしていつまでもこの活動を続け
ていけるようにしていくことが、これ
からの私たちの課題になります。
［下川］私も普通のキャンプ場では物
足りない感じなので、六呂師高原のフ
ィールドをよく利用させてもらって
います。
［坂本］ありがとうございます。

テーマ1
ネットで購入し動画サイトで学んで
事故に遭う一般の方へ、私たちができ
ることは?
参考事例1
8月21日、福岡県福津市で発生した、
30代男性のSUP事故です。男性は
SUPの上で釣りをしていたが、いっ
たん海に入りSUPに乗る練習をしよ
うとしたようです。乗り込む際にライ
フジャケットがSUPに引っかかり、
自力で上がれなくなったので、118番

通報したようです。男性は、体力に自
信がないとか、非力ということもなか
ったとのことで、日本シティSUP協
会の君島さんは、「最初にきちんと講
習を受けていたら、今回のような事故
は起きていないと思います。SUPは
風に弱い乗り物です。何かあれば、簡
単に沖に流されてしまいます。今回の
事故は1人で行ったようですが、上級
者でも1人では海に出ません。」とコ
メントされています。
参考事例2
9月30日、香川県沙弥島沖で発生し
た、40代男性のSUP事故です。男性が
SUPに座って釣り針に餌をつけてい
たところ、波の影響でSUPが揺れ、海
に転落したようです。男性が落水した
とき、携帯電話も海に落ちてしまい誰
にも連絡がとれず、クーラーボックス
につかまった状態で漂流し、約600メ
ートル流された模様です。
［下川］このテーマを事前に聞いてい
て、Kazuさんと平岡さんがこのテー
マにぴったりだなと思いました。ネッ
トで購入して、十分な練習をせずに水
辺に行き事故を起こしている。Kazu
さんどう思われますか？
［Kazu］嫌な買い物はしたくないか
ら、初心者といえどもネットで購入時
点に色々調べているはずだと思いま
す。そういう時に必要な情報がさっと
出てこないことが問題のように思い
ます。私たち配信者は、一度は通る道
ですが大炎上をかますことがありま
す。自動車業界だと、あおり運転がき
っかけでドライブレコーダーが一気
に普及しました。そう考えると水辺で

も大炎上というか、正しい知識を広め
る波があったときに、うまく乗っかっ
て広めないといけないのかなと思い
ます。
［下川］ありがとうございます。平岡さ
ん、ネット販売はリスキーなのでしょ
うか。
［平岡］この事故が、ネットで買ったか
どうかわかりません。小売店で買った
可能性もあります。ネット販売がだめ
とは僕は思いません。じゃあネット販
売で何が出来るのかという話が出来
るのが建設的なので、そういう話をし
ていきたいです。
［下川］小売店でもネットでも、買うと
いう行為は変わりませんね。違いがあ
るとすれば小売店には店員さんがい
て、店員さんとコミュニケーションが
発生する違いがありますね。そういう
部分で意識されていることはありま
すか。
［平岡］私たちは実際、若狭店でSUP
を販売しています。なぜ若狭店だけで
販売しているかというと、SUPの安
全性をきちんと説明出来るスタッフ
がいるところで売っているからです。
ネット通販でもSUPを販売していま
すが、今回話を聞いて、安全性の説明
をする必要があるなと感じました。販
売するページにはしっかりと説明す
るなど、安全性を訴えることが大切だ
と思います。小売店も同じだと思いま
すが、業界全体として安全性を訴えて
いくような活動を進めることが必要
だと感じました。
［下川］全体ということが大事ですね。
THE GATEでラグを買おうとしたと
きに店員さんに、「何に使うのです
か？」と聞かれました。「子どもと焚火
の時に使います。」と答えたらダメだ
と怒られました。買う意図を聞いて、
それが適しているかどうか、その人の
スキルに合っているかどうかを、きち
んとユーザー側に伝えられる店員さ パネラーの皆さん
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事例の紹介

業としてなり立っている私たちが規
制で苦しくなると思います。
［坂本］私たちが現在利用している場
所は、以前はバス釣り、カヤック、水遊
び、SUPそして水上バイクなど、思い
思いに利用している、ある意味無法地
帯でした。3年ほど前より、バス釣り
ボートの入水制限、全ての湖面利用者
へのライフジャケットの着用義務、規
制範囲内での速度規制など、利用事業
者でルールを作り運営を始めたこと
もあり、現在は比較的お互いを意識し
て邪魔しないように利用しています。
［下川］10人いてそのうち９人はルー
ルを守っている。1人が守らない。そ
の1人はなんなのか。この事故はおそ
らくその1人なのかも知れません。大
半は常識にならって、ルールを考えて
守ってくれる。その守れないたった一
人の人に対してどうするのが良いで
しょうか。
［住吉］その一人が事故を起こしてし
まうことによって、そのエリアは立ち
入り禁止とかを行政的に決められて
しまいます。
［下川］そうなるとやっぱり平岡さん
が言うようなルールにしていく必要
があるのでしょうか。
［坂本］大事なのは、現場にいる方が注
意をすることでしょう。事故が起こっ
てから、「危ないと思ってた」ではどう
かなと思います。この前も小さなボー
トに2人で乗り込み、手にはアルコー
ルを持っていたので注意したら聞い
てくれました。
［下川］やっぱり注意すれば聞いてく
れるのですね。
［二瓶］福島県では3年前に、猪苗代湖
でライフジャケットを着て浮かんで
いた子どもとお母さんがプレジャー
ボートに轢かれ、子どもが死亡、お母
さんが両脚を切断するという事故が
ありました。坂本さんが言われたよう
に、ボートに乗る人に誓約書を書いて

もらうのも必要なのではないかと思
います。

テーマ3
ライジャケを着用せずに水難事故に
あう一般の子どもたちへ、私たちがで
きることは？
参考事例4
　7月21日、福岡県宮若市で小学校6
年生の女子児童３人が死亡した水難
事故です。校長先生が、「児童たちは、
今日から夏休みで『川に行こう』とな
り8人で近くの川に向かった。最初は
浅いところで遊んでいたものの、4人
が川の深みにはまってしまった。1人
は近くにいた友達がなんとか引き上
げたが、3人はそのまま流されてしま
った。3人の姿が見えなくなったとこ
ろで、1人が携帯電話で110番した」と
当時の状況を説明しました。消防隊が
急行し、約30分後に水深2.5mから3m
の川に沈んでいた2人を発見し救出。
残る1人も7分後に川底から救出しま
した。3人はいずれも小学6年の女子
児童で、近隣の病院に運ばれたものの
死亡が確認されました。現場は河川改
修工事が終わり、水辺に近づきやすく
なり、時々人が訪れていたとのことで
す。その後の対応としては、
• 「宮若市水難事故防止協議会」が
新たに設立

• 事故の危険性がある場所に立て
看板を設置することや危険箇所
を示すマップに川で遊ぶ際の注
意事項などを盛り込んだ事故防
止の冊子を作成し、学校などを通
して子どもたちに改めて水の事
故への注意を呼びかけることを
決定

• 福岡県教育委員会は、県内の小中
学校の体育教師などを対象に、
「着衣水泳」の研修を来年度から
始めることを決定

ということです。

［下川］今年は非常に水難事故が多く、
中でも子どもの事故が多かったとい
う話がありました。二瓶さんのよう
に、子どもたちに指導されている方々
がいるにもかかわらず、なぜこういう
事故が無くならないと思いますか？
［二瓶］私は実は元教員です。10年ほ
ど前に福島県で夏休みの直前に小学
生が川で亡くなるという事故があり
ました。お父さんが見ている前で、川
に吸い込まれたそうです。福島県教育
委員会はすぐに県内の全ての学校の
校長に「終業式で、子どもたちに『川で
遊んではいけない』という話をしなさ
い」という通達を出しました。教育委
員会から言われた以上、話をしないわ
けにはいきません。しかし「川遊びを
しよう」と言っている私が「川に行く
な」などという話はできません。悩ん
だ末に「川に行くときは、責任ある大
人と一緒に行くこと、ライフジャケッ
トを必ず着ること」を話した上で、「川
は楽しいけれども危険でもある。何よ
りも安全第一だ」ということを話しま
した。今回の事例で、福岡県の教育委
員会が「先生を対象に着衣水泳の研修
を始めることを決定した」ということ
はとても大事なことですが、本当は全
国の子どもたちを守るためには、各県
に任せるのではなく、文部科学省が
「学校の年間教育計画に着衣水泳を必
ず入れること」と通達することが必要
だと思います。
［下川］子どもたちにライフジャケッ
トを着なさいと先生や大人は言いま
すが、子どもたちは着るのが面倒で、
そもそも持っていないかもしれませ
ん。これって着るものなのでしょう
か？
［小畑］着るものだと思って欲しいで
す。私も姪っ子にプレゼントしたけ
ど、おばあちゃん家に行って浅い川で
遊んでいるときに、せっかく買ったの
に着けていませんでした。なので、も

SUP事故です。SUPツアー中に7人が
写真撮影をしていたところに、全長約
11m、約4tの漁船が衝突。女性1人がス
クリューに巻き込まれ、その後死亡が
確認されました。当日の海は穏やかで
見通しも良く、漁船には船長1人が乗
っていたが、気づいたときには人とぶ
つかっていた、との証言をしていま
す。この件については、本年5月に運
転していた84才の男性漁師に対し
て、「業務上過失致死罪」の判決が下さ
れました。裁判官は判決理由で、前方
が見えづらい状況で操縦していたこ
とについて「進路上に人はいないと安
易に考えて確認を怠った。基本的な注
意義務に違反し、その過失の程度は重
い」と非難しました。
［下川］小畑さんは、観光客の方々をお
相手したり、扱っている人数も多いの
ではないかと思いますが、こういった
危険性は実感されているのではない
でしょうか？
［小畑］私たちが活動している青木湖
は、透明度を守るためにエンジン付き
のボートは禁止されています。こうい
うトラブルはあまり無い状況ですが、
個人的に思うことは、慣れてくるとル
ールがあってもここまでは行けるだ
ろうと、どうしても視野が狭くなって
しまいます。やはりルールは守らない
といけなくて、自分の技術に対して過
信しないことが事故を防ぐ一つだと
思っています。
［下川］ありがとうございます。坂本さ
んはこういう事例ありますか？
［坂本］私たちが以前使っていた場所
では、バス釣りの大きなボートがき
て、怖い思いを何度かしました。
［下川］こういうケースは、どちら側一
方が悪いという問題ではないのでし
ょうか。
［坂本］基本的には陸上と一緒で、力の
強いほうが、弱いほうに配慮するべき
だと思います。そういう気持ちを持っ

ているかどうかで、大きな船に乗って
いても、安全への対応が変わってくる
と思います。
［下川］小畑さんは完全にセパレート
なので問題ないですかね。
［小畑］大体手漕ぎのボートですが、
SUPとカヤックとか、湖の周りでは
他団体や私有地の場所もあります。ガ
イドが付かないレンタル種目につい
ては、安全講習で行ってはいけない場
所を伝えています。ですが、それだけ
だと聞き流してしまうので、例えば
「あそこに行くと怖いおじさん出てく
るよ」などの印象に残るような言い方
を交えた工夫をしています。
［下川］住吉さんはいろいろな活動を
されていますが、今回のような本来は
起こりえない事故が何かの影響で起
きてしまっている事例について、どう
やったら起こらないように出来ると
思いますか？
［住吉］参考事例3の事故でいうと、
SUPも事故を予見出来たと思いま
す。登山協会では、登山者とトレイル
ランが同じフィールドを使う中で大
きな摩擦が起きています。結局は倫理
観の話になりますが、マナーという

か、お互いを思う気持ちが大切かなと
思います。
［下川］マナーですか。マナーだけだと
多分無くならないでしょうね。
［平岡］海は道路のような標識は無い
し、場所が決まっていません。自分も
海でSUPをしますが、漁船が近づい
てきて危ないという経験はあります。
海も道路のように走れるところ、遊ぶ
ところを区切れば解決するのではな
いかと思います。遊ぶ側からするとど
んどん遊ぶ場所が無くなっていく感
じがします。漁師さんたちも仕事をし
ていて邪魔だと思うので、漁業組合と
よく話をして、海でもルールを決める
ことは大切だと思います。そういった
ことで、遊び場が確立出来てルールが
出来たらいいなと思います。
［下川］人がマナーのような、努力をす
るというのを信用していなくて、平岡
さんのように、システマティックに考
えないとダメだろうと思っています。
［住吉］国定公園内ではテント泊が禁
止とかのルールがありますが、アウト
ドアをする人達のマナーが良いから
こそ守られている部分というのがあ
ります。ルールになってしまうと、産

熱心に聞き入る会場の皆さん
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熱心にメモをとる

ると思いますし、ラフトガイドさんが
着けているスタイリッシュで機能的
なものが格好いいという時代が来れ
ば変わると思います。
［大内］知らない人から見ると、僕の7
万のライフジャケットも安いオレン
ジのライフジャケットも差が分から
ないのではと思います。それが格好い
いと認識されるまで、どれくらいの期
間がかかるのかなと思います。
［二瓶］「着けようね」と言うだけでは
変わらないと思います。マスコミによ
る定期的な発信や、子どもたちが学校
でライフジャケットの効果を体験的
に知ることが大事だと思います。私た
ちは、「浮いて待て」だけでなく、「イカ
泳ぎ」をしたり、子どもたちみんなで
流れるプールを作って「流れ方」を学
ぶことができるように支援していま
す。こういったことが文部科学省から
通達されることが必要なのだと思い
ます。

［小畑］私は、ライフジャケットが当た
り前のように着用される時代が来る
というか、来させたいなと思っていま
す。私はアウトドア業界に入ってから
それほど長くはないですが、若い世代
や中堅世代は出来ないと言いたくな
いです。その時代が来ることを信じて
います。
［下川］平岡さん、質問が変わります
が、商品で何とかならないでしょう
か。制服がライフジャケットとか、ラ
ンドセルがライフジャケットとか。買
わないと仕方がないものがライフジ

ャケットになっているとか。
［平岡］可能だとは思います。海用のシ
ェルをライフジャケットにするとか。
シェルにはシェルの役割があるので、
難しいと思いますが、そういう時代が
来るか来ないかは、結論から言うと来
ないと思います。すぐそこに駐車する
のにシートベルトをするのか？とい
う話だと思います。海難事故もすぐそ
こで、「まあいいか」というときに起き
るケースもあると思います。事件や事
故を一件ずつ検証していく必要があ
るかも知れません。私たちがやらねば
ならないことは、しっかりと啓蒙する
ことでしょう。業界全体で取り組むと
いうことが大事です。着ることを願っ
てみんなで頑張ることが必要だと思
います。
［下川］坂本さん、無理なんじゃないか
という話になっていますが、どう思わ
れますか？
［坂本］みんながみんな川遊びをする
わけではありませんが、例えばお母さ
んが赤ちゃんに読み聞かせをするブ
ックスタートというのがあります。絵
本のある人生を歩んで欲しいと、絵本
をプレゼントする事業です。ライフジ
ャケットもライジャケスタートみた
いな感じで、3～4歳くらいの時に、ラ
イフジャケットを選んでもらい、年齢
とともに新しいものを身につける。小
さくなったもので使えるものは、次の
子たちへ譲っていくのは面白いかな
と思います。消耗品であるとか、お金
の事もあると思いますが、ライジャケ
スタートってあってもいいのではと
思います。
［下川］面白いですね。結局そういうの
を誰がやるのか？いつもそういう話
になります。
［二瓶］RACと文部科学省はつながっ
ていると思っています。
［Kazu］僕は出来ると思います。シー
トベルトと同じ確率なら出来るはず

です。例えば、プレジャーボートなら、
ドローン飛ばして全員がライフジャ
ケットを着用していなかったら、数万
円の罰金を取る。それで監視の人たち
の給料も出るなど。お金と、誰かに見
られているという環境が必要で、それ
が出来たら簡単なのかも知れません。
［下川］ありがとうございました。人数
がいればいるほど意見が出ますね。で
すが、可能性が無いわけでなく、新し
い時代が来ているなと感じました。今
日の話に出ませんでしたが、溺れてい
る子がいたら救う技術なんかもある
のかなと思いますね。

フロアからのご意見
　私がいるところでは内水面の湖が
あり、ボートも盛んに動いています。
バス釣りもしていて、亡くなっている
方も出ています。それでも誰もライフ
ジャケットを着けません。親子で釣り
をしていても着けていません。痛い目
に合わないとわからないのでしょう
か。ライフジャケットを着ていなかっ
たら9割亡くなる、ライフジャケット
を着ていたら9割は助かる。そういう
ことを釣り具などでも啓蒙するのが
必要だと思います。
［司会］これにてクロストークを終了
といたします。今回の課題解決が皆様
の地域での水難事故防止のヒントに
なっていくこと、そして、一般の方と
RAC指導者の皆さんがさらに繋がり
を深めていけることを願い、劇場型事
例発表とクロストーク「“川の体験”ノ
ウハウ大百科 ～安全に体験できるた
めに、私たちがやることとは～」を終
了したいと思います。
　改めまして、下川コーディネータ
ー、パネラーの皆様、そして会場の皆
様、長時間に渡りありがとうございま
した。

（以上）

う一度言いました。ライフジャケット
は荷物になったり、苦しくて嫌がった
りすることがあります。ダサいと感じ
るような雰囲気もあります。着けてい
るほうが格好いいという雰囲気にな
るといいなと思います。
［下川］私はもうこういう事故は減ら
ないと思っています。人が水から遠く
なった時期がありました。40代の親
御さんは水に入るなと育てられて、経
験が無いでしょう。
［大内］イベントで幼稚園児が川流れ
をした時の審査員の方が、ライフジャ
ケットを着けると子どもの危機察知
能力が損なわれると言っていました。
未だにそういうことを言われる方が
います。北海道の河川事務所では、小
学校の川遊び用にライフジャケット
を貸し出しをしています。最近、SUP
でまちおこしをしようとしている団
体で、無料で大人と子どものライフジ
ャケットを貸し出すようなことをし
ています。盗難の問題もありました
が、無償でライフジャケットを借りら
れることも必要だと思います。
［下川］今のご発言はシステムの話題
ですね。要するにルールなのか、シス
テムなのか。
［平岡］今の話を聞いて、その動きがい
いと思いました。夏休みに自分の娘が
通う小学校で、環境文化研究所の田中
さんと一緒にプールでSUPの授業を
開きました。実際、自分たちでも指導
は出来ますが、安全講習がしっかり出
来る人にやってもらいたいという思
いがありました。学校側から講師側に
お金が支払われて、児童も楽しく学ぶ
というのが、安全活動につながると思
っています。システムと楽しさを交え
た安全講習が必要だと思います。
［下川］このままシステム化にしても、
ライフジャケットを着ないのではと
思いましたが、楽しくて着たほうが格
好いいのであれば、着用へと向かうの

ではないかと思いました。
［住吉］そうですね。ライフジャケット
を着たほうが安全で格好いいという
流れも分かります。でも、私が少年だ
ったら絶対に着ないでしょう。エキサ
イティングを選んでいると思います。
ここまで行ったらどうなるのかとい
う気持ちが生まれる間は、無くならな
いのではないかなと思います。まずは
着衣水泳などで怖い体験をして、その
後ライフジャケットを着ようという
流れがいいと思います。
［坂本］私たちの活動でも親子の川遊
びをしますが、その時に必ずぴったり
のライフジャケットを選んでくださ
いと伝えています。遊びの中で、子ど
もたちがその効果を理解します。子ど
もだけでなく親御さんにもアプロー
チするのが大事だと思います。
［下川］今の話だと、どううまく伝える
のかということかなと思いますが、
Kazuさんいかがでしょうか。
［Kazu］楽しく子どもたちが学ぶとい
うのは賛成ですが、やはり子どもたち
は負の感情のほうが強いと思います。
苦しい思いをするとか。運転マナーに
共通しますが、無理な追い越しとか横
断歩道で止まらないというのは、いつ
ネットで晒されてもおかしくない世
の中です。行動の他に社会的な危険性
があるという理解が必要です。なの
で、痛い目に遭うのも大事かなと思い
ます。

テーマ4
ライジャケがシートベルトのような
一般常識になるために、私たちができ
ることは？
参考事例5
　8月7日、滋賀県大津市の琵琶湖で
小学校4年生の男児が溺れて死亡し
た水難事故です。男児は所属する大阪
府内のサッカークラブ20数人とコー
チ2人で琵琶湖を訪れ遊泳していま

した。団体は、アクティビティに参加
していましたが、この時はライフジャ
ケットを装着していたそうです。体験
が終了した後の午前11時頃、昼の休
憩に入り、10人ほどの仲間と共に泳
ぎに出かけていたという男児。2人の
コーチは、行ったり来たりしながら、
二手に分かれて見ていたようです。男
児はこの時、ライフジャケットを着用
していなかったとのことです。
　海では現在、小型船舶やプレジャー
ボートなど全ての乗船者にライフジ
ャケットの着用が義務化されていま
す。海中転落時の生存率が２倍以上と
言われていますが、海中転落者のライ
フジャケット着用率は顕著な上昇と
は言えません。常識化となるにはもう
一歩といった感じです。
［下川］普通、私のような立場だと前向
きな発言をするところだと思うので
すが、シートベルトのようにはならな
いだろうと思っているので、単刀直入
に伺おうと思います。シートベルトの
ようにライフジャケットを着けても
らえるようになるのでしょうか？
［大内］結局シートベルトを着けない
と、ケガの度合いが酷くなるというの
がマスコミを含めて周知しています。
タバコも健康被害をすごく刷り込ま
れるような周知をしています。また、
静岡県で、ライフジャケット装着検定
というのを日本で初めて実施されて
います。RACだけじゃなくて、他の団
体でもライフジャケットを着けたほ
うがいいという動きがあります。ライ
フジャケットに関することは他の団
体と一緒にもっとやっていくことが
必要だと思います。
［下川］シートベルトのようにライフ
ジャケットが当たり前になる時代が
来ると思いますか？
［住吉］車はシートベルトを着けなか
ったら音が鳴ってうるさいですよね。
あれが川や海にも導入されたら変わ

ステージの様子

テレビの取材を受ける
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　今日のまとめの前に、19年前にこ
の地で第4回の全国大会を開催した
ところからふりかえりたいと思いま
す。その時は田中謙次さんとお父様の
田中保士さんが中心になって取り組
まれていました。その時は、日野川流
域をまるごと体験する企画でした。そ
して今回、再び福井で全国大会を開催
出来たこと、実行委員の皆様には大変
ありがたく思っております。さらに、
今回司会を務める田中彩愛さんが、田
中謙次さんの娘さんであり、親子3代
が川を通じてこの福井で全国大会に
携わられているということも一つ活
動のいい成果だと思っております。
　本日、午前中はサイトツアーでし
た。一つはシカノバという九頭竜川の
カヌー体験場、もう一つはナミノバと
いう流れが速いところでフリースタ
イルカヤックの練習場でした。この2
つの事業、画期的だと思っておりま

す。河川内でのレクリエーション施設
を国土交通省と福井県と永平寺町が
税金を使って整備していることが、す
ごいことであります。昨年の全国大会
では、河川法に環境が配慮され、治水
利水の他にレクリエーションを含め
た親水や環境的な活動が出来ました。
今回の現場で一つ大きな繋がりがや
っと見ることが出来たことが、非常に
感慨深い思いです。ナミノバの場所を
思いついたのが、今日ご参加いただい
ている松永選手。そこから会社の社長
に伝わり、SNSを伝って河川事務所の
所長が反応し、田中さんに繋がって実
際に出来たということです。そういっ
た繋がりが、現場の活動を広げるとい
う今回の事例を踏まえても、SNSの力
はすごいなと思います。また、基調講
演に来ていただいたKazuさん、別の
チャンネルで草刈りをしているとこ
ろを見ていて、いつも癒されていま

す。非常に力のあるユーチューバー
で、Kazuさんからもクロストークで
具体的な提案をしていただけました。
今回約120名の方々が参加されてい
るので、もしインフルエンサーになる
ことを目指してショート動画を載せ
ていくことになれば、大きな突破口と
なって大きなウェーブになるのかな
と思っております。ぜひ今回の成果を
地域に持ち帰って、さらに発展させて
いければと思っております。ありがと
うございました。

閉会式

　大会のまとめ
　　総括 : NPO法人小貝川プロジェクト21 副理事長，RAC企画総務部会長　齋藤 隆氏
　　記録 : 谷美沙希

～共につくる、安全で豊かな「川の未来」～
　私たちは、全ての世代が川を身近に感じ、安心して楽し
むことが出来る社会を築くため、川での活動の指導者育成
に尽力してまいりました。現在、子どもたちの水難事故の
約60%が川や湖で発生しています。これは、私たち一人ひ
とりが、守るべき大切な命のために行動を起こさねばなら
ない緊急の危機を示しています。
　私たちは、このような現在の危機と真摯に向き合い、安
全で楽しい川での体験活動を推進するべく以下の誓いを
新たにします。
1. 私たちは、川でのあらゆる活動時の安全を第一に考

え、ライフジャケット着用の重要性を体験活動やイン
ターネット等を通じて広め、一人でも多くの命が守ら
れるよう尽力します。

2. 私たちは、川の安全対策や体験活動の信頼できるパー
トナーとして、地域社会と協力していきます。

3. 私たちは、様々な機会や場を通して、川の歴史や文化
に焦点を当て、これからも川を愛する文化を育んでい
けるよう地域社会へ働きかけていきます。

　以上、3つの誓いと併せて、水辺の体験活動を通し、多く
の方々が河川環境に配慮すると共に、互いに相手を思いや
り、行動することで、美しい川と豊かな自然、無限の未来を
守る力となることを信じてこれを大会宣言とします。
　　　令和5年10月21日
　　　第22回「川に学ぶ体験活動」全国大会in越前若狭
　　　　　　　　　　　　　実行委員長　坂本 均

　大会宣言
　　発表 : 実行委員長　坂本 均氏

まとめを述べる齋藤RAC企画総務部会長

今回の全国大会で初めて発表した「大会宣言」

　次回、大町市で行うRAC全国大会の
副実行委員長の和田です。北アルプス
の元、大町市は、黒部アルペンルート
そして黒部ダムの玄関口であります
し、白馬は素晴らしい観光地でござい
ます。ちょうどこの時期、大町市では
国際芸術祭も開催されています。ぜひ
みなさん、全国大会だけでなく、周り
の観光も楽しんでいただければあり
がたいです。そしてまた隣接する松本
空港までは、札幌から約１時間30分、
福岡から約1時間30分、関西の神戸空
港からも約1時間と、非常にアクセス
がいいところでございますので、皆様
のご参加を心よりお待ちしておりま
す。よろしくお願いいたします。

閉会式

　次回開催地の発表／フラッグリレー
　　次回開催地 : 第23回川に学ぶ体験活動全国大会in信濃大町 副実行委員長 ，白馬国際自然学校代表　和田信治氏
　　記録 : 谷美沙希

　皆様、お疲れ様でした。今朝からここまで話し合いの場と今後につながるような良い時間を過ごされたかと思います。こ
の場をつくっていただいた運営委員の皆様ありがとうございました。明日はエクスカーションがあります。明日、元気なお
顔を見られたらと思います。ありがとうございました｡

　閉会の挨拶
　　発表 : 実行委員長　坂本 均氏
　　記録 : 谷美沙希

次回の開催地である長野県大町市へ、無事にRAC旗が手渡された
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　交流会は大会と同じ会場で開催し、福井の郷土料理を中心にお食事をご用意いたしました。開催にあたり、全国各地から
たくさんのお土産を頂戴し、また、大抽選会では、THE GATE様、クリアウォーターカヤックス様からは多くの景品をご提
供いただきました。誠にありがとうございました。

　交流会
　　ご挨拶 : 近畿地方整備局福井河川国道事務所 事務所長　橋本 亮氏
　　乾杯 : RAC理事，東京海洋大学海事システム工学部門准教授　田村祐司氏
　　参加者 : 78名　司会 : 田中彩愛、谷美沙希、田中謙次

たくさんのお土産と笑顔を
ありがとうございました！



エクスカーション

　Ａコース：まちなか足羽川パドリング川下り
　　主催 : 一般社団法人環境文化研究所、まちづくり福井株式会社
　　場所 : 足羽川板垣橋右岸ー九十九橋左岸（福井市）
　　参加数 : 25名　時間 : 8:30-11:30
　　記録 : カワラバン　菅原正徳氏
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　前日までにまとまった雨が降り、渇
水だった流れが川下りにちょうど良
い水位になっていました。上流部の山
は白く冠雪していて、川に入ると冷た
い水に晩秋を感じました。
　今回はEボート、ラフトボート、カ
ヤック、SUP、パックラフトで板垣橋
から九十九橋までをゆったりと２時
間をかけて下ります。タンデムカヤッ
クに初挑戦の親子やSUP初挑戦の参
加者もおり、十分に時間をかけてセー
フティートークを行った後、ライフジ
ャケットを着用してそれぞれのボー
トに乗り込み出発です。
　増水で勢いを増した流れは浅瀬を
気にすることなくどんどんボートを
押し流してくれます。SUPチームは
瀬を座ってやり過ごしてから、ゆっく
りとした流れで立つ練習をしながら。
カヤックチームは初挑戦の親子をガ
イド艇がマンツーマンでサポート。先
頭を地元メンバーのラフト艇、最後尾
をEボートで進みます。
　産卵期を迎える落ちアユを狙いス
ズキも川に遡上しており、スタート地
点ではアングラーが70cm近い魚を
我々の目の前で釣っていたり、上空を
旋回していたトビがEボートのすぐ

そばの水面に急降下して弱ったアユ
を見事にキャッチしていたりと、生き
物たちの賑わいも感じられました。川
沿いには桜並木が延々と続き、春に川
を下ったらどれだけ見事な景色だろ
うと想像が膨らみます。環境文化研究
所では花筏とともに川下りをする企
画もあるそうなので、もう一度桜の時
期に下ってみたいものです。短い区間
でいくつもの橋をくぐり、ここがタイ
トル通りのまちなかであることを実
感しますが、よどみのない流れと自然
度の高さ、そして多様な川のアクティ
ビティを実践する団体があることで、
初めて来た福井のまちのファンにな
りました。

参加者の感想
• 初めて川に浮かびました。いつも
と視点が違い、そしてのんびりと
漕ぐことが出来てとても気持ち
よかったです。今度は家族と一緒
に川遊びをしたいです。

• 静水でのカヤック体験はしたこ
とがありましたが流れの中では
初めてで、操作が難しく、曲がっ
てしまうと元に戻すのが大変で
した。とても楽しかったです。

• SUPに初めて乗りましたが、楽
しくて海まで行ってみたくなり
ました。

• 流れが早くて漕がないでも進ん
だのでとても楽でした。

• Eボートに乗りましたが、カーブ
で流れに吸い込まれる感じを実
感出来ました。鳥も間近に見られ
て楽しかったです。

• 街の中に素晴らしい川があり、皆
に大事にされている感じがしま
した。

• 初めてのSUPだったのでひっく
り返ると思っていましたが大丈
夫でした。SUPが欲しくなりま
した。

• パックラフトに乗りましたが、思
わぬところで沈してしまい、ライ
フジャケットの必要性を再確認
することが出来ました。

エクスカーション

　Ｂコース：フリースタイルカヤック観戦とチャレンジ
　　主催 : 九頭竜川かわとまち協議会、九頭竜川パドリングセンター
　　場所 : 九頭竜川 ナミノバ（永平寺町中島河川公園内）
　　参加数 : 4名＋永平寺町役場職員2名　時間 : 9:30-12:00
　　記録 : NPO法人五ヶ瀬川流域ネットワーク　山田大志氏

　参加者4名は前日の交流会で親し
くなったこともあり、和気あいあいと
した雰囲気で福井駅を出発しました。
30分ほどで今回の目的地「ナミノバ」
に到着。本日のガイドの松永和也さん
が出迎えてくれました。松永さんは数
日前までアメリカのフリースタイル
カヤック世界大会に出場しており、今
回は帰国直後でハードスケジュール
の中ご対応していただきました。参加
者は松永さんのカーボン製のとても
軽いカヤックに興味津々でした。早
速、「ナミノバ」についてご説明頂きま
した。
　ナミノバの放水口を見てウェーブ
を立てたいなと考えたのがナミノバ、
シカノバ整備のきっかけです。勤める
会社の社長が福井河川国道事務所事
務所長に相談してくれ、どんどん広が
っていき、漁協、企業、福井工業大学の
下川先生、田中謙次さんなど、みんな
を巻き込めたのが良かったと思いま
す。ナミノバは、九頭竜川中部漁業協
同組合と勝山市漁業協同組合との境
界にあたり、吉峰川にサクラマスを遡
上させたいと活動されている方もい
て、その調整が一番難しかったです。
今は見ることは出来ませんが、水路の
切れ目に1mの落差工があり、そこか
ら10m下流に3tのブロックが14個入
っています。ブロックは共和コンクリ
ートさんが支援して下さりました。
　工事期間はダムのメンテナンス期
間である12月の3日間で、地元の永平
寺町に対して強い思いのある土木会
社さんが頑張ってくれました。雪が降

る極寒の中、一緒に夜中の2時30分ま
で作業しました。落差工で波が起きれ
ばいいなというのが第一案、入れたブ
ロックで波が立てばいいなというの
が第二案、奥の肩が上がって手前に波
が出来るといいなというのが第三案、
一発勝負だったので何がどうなるか
分からないので保険をかけて工事を
しました。クラウドファンディングや
企業協賛による日本初の民間資金の
工事でした。
　今後の課題としては、常時波が立つ
場所にしていきたいです。毎年春に大
会をしていますが、将来的に日本選手
権や世界選手権を誘致したいです。ま
た、下流の公園の横に水路を作ってコ
ースを作りたいと考えています。ここ
は水量もあり、常時カヤックが出来る
ポテンシャルがあります。下流にある
シカノバの静水域が初心者用で、コー
スが出来ればステップアップ出来て、
海外を目指せる人材育成の場にした
い、というのが最終的な目標です。
　タイル張りの護岸は、河川改修とし
て工事し、なんと、丁度腰掛けれる高
さでカヤックを観戦出来ます。高水敷
の舗装は永平寺町が施工してくれま
した。元々公園なのでトイレもある
し、中々こんな立地はありません。福
井市内からの距離も程よく、大会では
音楽もかけるので騒音の問題も少な
いです。レスキュー３の講習は海外で
は車を沈めたりします。日本にはない
のでこの場所が今後レスキュー講習
の場所になったりすると嬉しいです。
　待ちに待った松永さんのデモンス

トレーションが始まりました。水量も
少なくあまり良くないコンディショ
ンでしたが、流石の世界トップクラ
ス。カートホイールに始まり、ループ
など様々な技が繰り広げられます。参
加者からは歓声と拍手喝采。世界の美
技に圧倒された幸せな時間でした。

参加者の感想
• 一本の川でナミノバやシカノバ
などの多様な川の遊び方が出来
るポテンシャルがあり、色々な課
題はあるようですが、それを様々
な方々と連携をして作り上げて
いっていることが凄いと感じま
した。

• プロの選手がいて、町全体で盛り
上げていこういう機運や、みんな
で楽しみながら作り上げて行っ
ている様子が伺え、素敵だと思い
ました。まだ全体が完成されてい
ないので、また数年後に訪れたい
場所でした。



エクスカーション

　Ｃコース：九頭竜ダム湖ジオツアー
　　主催 : ノーム自然環境教育事務所
　　場所 : 九頭竜川ダム（大野市下半原）
　　参加数 : 5名　時間 : 8:30-14:30
　　記録 : NPO法人みずのとらベル隊、Go Nature　田中清也氏
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　Cコースは、Eボートで湖岸にある
化石発掘ポイントにアクセスし発掘
体験を行うという内容です。
　集合は福井駅、そこからバスで1時
間半ほどかけて九頭竜ダム湖ほとり
にある九頭竜レイクサイドモビレー
ジに到着しました。ここは九頭竜ダム
湖の最上流部付近に位置し、キャンプ
場とともに湖への坂路も整備されて
おり、一般の方も水面利用出来るフィ
ールドです。それゆえにツアーを始め
た当初は、エンジン付きバスボートと
カヤック・Eボートとの住み分けが出
来ておらず安全に不安を感じる場面
もあったそうですが、現在はカヤッ
ク・Eボートエリアではバスボートは
エレキを使用するなどルールも出来
て、安全にツアーが出来ているとのこ
とでした。
　今回インストラクターとは現地で
合流しました。Eボート担当が坂本実
行委員長と他1名、化石発掘担当で専
門家の川田信行さんが担当されまし
た。湖到着後は参加者みんなで手際よ
くライフジャケットを装着し乗降ポ
イントへ向かったのですが、まずそこ
でインストラクターの川田さんから

「ここに化石が見えていますよ！」と
の一言。実際に転がっている石の中に
シダ植物の化石を目の当たりにして、
参加者全員の期待とやる気は一気に
急上昇していきました。出艇してしば
らく湖上でいくつも返ってくるヤマ
ビコを楽しんだり、湖の環境の話を聞
いたりしながら化石発掘ポイントに
向かいました。上陸後はゴーグル、グ
ローブ、ハンマーを受け取り、川田さ
んより発掘方法のレクチャーを受け
ました。この辺りは九頭竜層と呼ば
れ、日本が未だ大陸の東側にあった大
昔は海だったそうで、川から流れてき
て堆積した植物の化石がよく出るそ
うで、まれにアンモナイトも出るそう
です。黒い石が頁岩(ケツガン)といい
化石が入っている石だそうで、参加者
は頁岩を探してはハンマーで割り化
石を探すという作業に没頭しました。
　川田さんのアドバイスを受けなが
ら、しばらくすると植物の茎の化石や
葉の化石が見つかり始めました。発掘
作業は皆熱中し、あっという間に終了
の時間を迎え、再度Eボートに乗船し
約1時間半のツアーは終了となりま
した。最終的に5名中3名が化石を見

つけることが出来ました。
　今回のツアーでは、化石の専門家が
Eボートに同乗し化石のロマンあふ
れる話と発掘に対して的確なアドバ
イスをしていただけたことで、ツアー
の魅力が何倍にも増していました。
RACと様々な分野の専門家がコラボ
レーションする可能性の広がりを感
じるプログラムでした。

参加者の感想
• 茎の化石を発見出来て感激した。
楽しかった。

• ここでしか出来ない貴重な体験
が出来た。この体験はこの場所の
宝物だと思った。

• Eボートで渡った先にこんなに
楽しいことがあるとは思わなか
った。楽しかった。

• まさか自分が化石発掘出来ると
は思わなかった。これはまた来な
ければと思った。

エクスカーション

　Ｄコース：竹田の龍ヶ鼻ダムで冒険カヤック
　　主催 : 坂井市竹田農山村交流センターちくちくぼんぼん
　　場所 : 龍ヶ鼻ダム（坂井市竹田）
　　参加数 : 5名　時間 : 8:30-12:00
　　記録 : NPO法人小貝川プロジェクト21 　齋藤 隆氏

　福井駅から先ず向かったのは、坂井
市の体験型宿泊施設「ちくちくぼんぼ
ん」。かつて竹田の中学校・小学校だっ
たところをリノベーションして、
2016年7月にオープンした施設。今で
は、地域内外の方々により交流や研
修、合宿などで利用され、廃校利用の
先進事例として視察の方も訪れる素
敵な処。その施設から車で５分のとこ
ろに位置する龍ケ鼻ダムで実施され
ているのが、当コースの「冒険ダムカ
ヤック」プログラムでした。
　施設に到着後、シャワー室完備の更
衣室で着替えを済ませてから、1Fの
体験ホールでプログラムが始まりま
した。コースの流れのレクチャーを受
け、外のテラスで、漕ぎ方を教わりま
す。ホールに準備されていたRAC認定
ライフジャケットを身につけ、スター
ト地点までマイクロバスで移動（ダム
湖畔へ降りる道にはゲートがあるの
で一般の人は入れませんが、福井県知
事と福井県アウトドア協会との対談
によって、ちくちくぼんぼんも活動期
間中は鍵を保有することが可能にな
ったことで、当該プログラムの実施が
可能になったとこのことです）。
　ダム堤体近くの乗り場から上流へ

向けて、いざスタート！澄み渡る秋晴
れのもと、穏やかな湖面を漕ぎ上がっ
ていきます。といっても流れはほぼ感
じることはないです。途中では、陸橋
の下にあるスズメバチの巣や、クマが
登って実を食べるというクロサンシ
ョウ等について紹介をいただきなが
ら、湖面のきらめきと心地よい微風を
感じつつ、ダムの一番奥の流れ込みへ
到着しました。今日は流入量が10tと
普段よりも多く、水温も10秒で足が
しびれてくるほど低かったのですが、
カヤックから降りて水の中に入って
楽しむ方もいました。
　湖畔では食べ頃になっていたアケ
ビやムカゴを試食。野性味溢れる里山
の秋を味わいました。ベースへ戻った
後には、温かい飲み物と地元の美味し
いミルクプリンを堪能しました。
　体験後のふりかえりでは、インスト
ラクターから、折角の全国大会という
機会なので是非改善点等があればと
いう提案を得て、下記のようなアイデ
ィア等もありました。

参加者の感想
• スプレースカートを着けていた
ので、はっきりした「休憩」の時間

があったほうが有難い。
• 腕力で漕いで疲れ果ててしまう
人もいるので、手漕ぎではなく、
トルソーローテーションを教え
るのも一つの方法。

• 沢に少し登るのであれば、ヘルメ
ットは欲しい。

• 体験後のコーヒーとスイーツを
湖畔で提供してはどうか？

• 参加者の体温管理で、暑いときに
は乗る前に水掛けしてしまうと
かも一つの方法。

全体としては、「とっても楽しくゆっ
たりと体験させて頂いた！」とか「漕
ぎ方の指導もとても分かりやすかっ
た」「体験後のミルクプリンもとても
おいしかった！」など、大好評でした。



エクスカーション

　Ｅコース：永平寺町での「禅と酒と食」を体験！
　　主催 : 禅ツーリスト（永平寺町観光物産協会）　案内 : 九頭竜川かわとまち協議会　佐野洋介氏
　　場所 : 大本山永平寺及び黒龍酒造ESHIKOTO（永平寺町）
　　参加数 : 14名　時間 : 8:30-14:00
　　記録 : 公益財団法人ハーモニィセンター　佐藤ともえ氏
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　福井駅東口に集合し、曹洞宗の総本
山「永平寺」で座禅体験を行うため、総
勢14名がバスで向かいました。車中
では永平寺町観光物産協会の釡田さ
んのガイドと、Eコース担当の佐野さ
んの楽しいお話で楽しませていただ
きました。
　永平寺の境内は前日の雨が上がり、
清浄な空気に包まれていました。到着
した一行は「心が洗われるようだ」と
口にしながら永平寺の中を拝観しま
した。実際そこには修行のため永平寺
に滞在する僧侶の姿も多くあり、観光
地と修行の場を見事に両立させた場
であることを体感しました。座禅の体
験はただその場の雰囲気を味わうだ
けでなく、曹洞宗のルールに則った荘
厳な空気の中で行われました。
　その後は昼食へ向かう前に「鳴鹿大
堰」に立ち寄り、珍しい油圧式の水門
を見学しました。参加者の中にはこの
堰と縁のある方が多く、専門用語や思
い出話が飛び交うひと時でした。
　昼食の場は日本酒を製造販売する
「黒龍酒造」が運営する「ESHIKOTO」
に伺いました。「ESHIKOTO」とは「永
（トコシエ）」のアナグラムであり、「エ

シコト（良い事）」と二重の意味をかけ
ているそうです。
　九頭竜川を眺める高台には、食事や
ショッピングが出来る「酒樂棟」と、日
本酒を発酵・熟成させる建物「臥龍棟」
が併設されており、美しい景観を醸し
出しています。今回は通常では見学出
来ない「臥龍棟」の内部を特別に拝見
させて頂きました。建物の内部は福井
産の木材や、現在は採掘が出来ない笏
谷石を再利用した資材などで作られ
ており、天井の高い建物はスパークリ
ング日本酒の貯蔵庫とフリースペー
スになっており、黒龍酒造の創業と同
じ年輪を持つ杉の巨木が空間を演出
していました。
　酒樂棟ではおいしいお食事と利き
酒を楽しみました。大きな窓の外に広
がる自然を眺めながら、美しく整えら
れた膳と美酒に酔いしれました。

参加者の感想
• 永平寺の朝の風景・空気のすがす
がしさ、建物・文化が想像以上に
素晴らしかった。

• 座禅の体験を経て、明日から頑張
ろうという気になった。

• 永平寺の文化・思想、九頭竜川の
水とおいしい食事とお酒、全てに
満足した。

エクスカーション

　Ｆコース：縄文ロマンパークで悠久の時を感じよう！
　　主催 : NPO法人森林楽校・森んこ
　　場所 : 縄文ロマンパーク （福井県年縞博物館・若狭三方縄文博物館・福井県里山里海湖研究所）
　　参加数 : 8名　時間 : 8:30-13:30
　　記録 : NPO法人国際自然大学校　佐藤繁一氏

　福井駅からバスに乗って約1時間
で縄文ロマンパークへ到着しました。
車内では参加者の自己紹介とこのコ
ースへの参加の動機などを共有しま
した。
　最初に入ったのは「福井県立年縞博
物館」。コース参加者の多くが「縞博
（ねんこう）」という単語を初めて聞き
ました。施設の方の案内で早速博物館
内へ入ります。水月湖の底に積もった
プランクトンや鉄分などが縞模様に
重なった泥の地層が7万年分、45mの
ステンドグラスに封印されて目の前
に現れます。
　学術的な価値より前に、三方五湖の
1つ、水月湖の湖底に7万年分の日本
の地球の息吹が残されていたこと、1
枚1枚の層にこれまで正確に分から
なかった日本の気候や地震、火山の噴
火などが記録されています。2～3歩
進むと千年単位の歴史が記録されて
いる現物を目の当たりに出来ること
に感動します。
　私自身が一番感動したのは7300年
前に噴火した喜界カルデラの超巨大
噴火の噴煙が年縞の中に封印されて
いたことです。鹿児島県屋久島などで
縄文人たちの生活を壊滅させたと考

えられている巨大噴火の痕跡が福井
県の水月湖に残されていたという事
でした。
　年縞に含まれる花粉の種類や量、火
山灰などから当時の気候や降水量、火
山活動が分かり、縄文遺跡などの出土
物に対する放射性炭素年代測定の精
度を引き上げたことは非常に価値の
高いもので、まさに環境のタイムマシ
ーンがここにあるのだと、とても感心
しました。
　1950年代以降は、核兵器の開発に
よる大気中の核汚染物の影響によっ
て放射性炭素測定が出来なくなって
しまったことも分かり、偉大な歴史の
レコードを現代の人の手によって止
めてしまったことについては残念に
思いました。
　続いて「若狭三方縄文博物館」では、
地域のボランティアガイドの方が案
内してくださいました。1万5千年ほ
ど前の縄文文化の出土品など数多く
展示されています。丸木舟や漆塗りの
櫛など、鳥浜貝塚の貴重な遺物を見る
事が出来ます。我々が想像しているよ
りも豊かな生活をしていた事が、数々
の展示品やパネルから分かりました。
年縞博物館が出来たことによって展

示品の使われていた時期の想定が80
～100年程度修正されていることも
表示されていて、技術の進歩によって
歴史の見方が変化することも分かり
ます。県立博物館と連携してよりリア
ルを追求出来ると、年縞博物館と併設
である価値が高まる予感がしました。
コースの予定にあった、里山里海湖研
究所は休日の為見学出来ませんでし
たが、三方湖を眺めたりしつつ時間い
っぱい福井県のポテンシャルを体感
出来る1日になりました。

参加者の感想
• 「年縞」という言葉も知らなかっ
たので、時間が足りないくらい興
味深く見学が出来た。

• 不思議な魅力がある博物館。学芸
員の方の説明も興味引く丁寧な
説明が聞けて大変勉強になった。
価値ある時間を過ごした。

• 年縞博物館って何だろうと好奇
心で行って見ました。世界一が水
月湖にあったとは、みなさん一度
訪れてもらいたいです。

• 時間が足らず。また来ます。



アンケート

　結果のまとめ　n=47
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Q1　どちらからお越しになりまし
たか？（整備局分類）

Q2　年齢を教えてください。 Q3　性別を教えてください。

【サイトツアー】
Q6　サイトツアーの内容は充実し
ていましたか？

Q7　サイトツアーのガイドの説明
などはいかがでしたか？

Q8　サイトツアーについてご意見
をお書きください。

【基調講演】
Q9　基調講演の講演者についてい
かがでしたか？

Q10　基調講演の内容について理解
しやすかったですか？

Q11　基調講演についてご意見をお
書きください。

【クロストークショー】
Q12　クロストークショーのテーマ
分けは理解しやすかったですか？

Q13　コーディネーターの進行につ
いてどう思いましたか？

Q14　クロストークショーについて
ご意見をお書きください。

【大会全体】
Q15　大会全体を通じてご意見をお書きください。

Q4　所属を教えてください Q5　資格などを教えてください。

九州
11%

中国 9%

近畿 28%

中部
2%

北陸 28%

関東 9%

東北
11%

北海道 2% 70代 2%

60代 21%

50代 39%

40代
21%

30代 4%

20代
13% 女 21%

男 79%

その他 4%

個人
9%

任意団体 17%

団体 2%
その他法人

15% 企業
8%

NPO法人
17%

行政関係
28%

その他
9%

特になし
46%

自然体験有資格者 2%

RACトレーナー
18%

RACインストラクター
2%

RACリーダー
23%

　悪天候の中、スタッフの丁寧な案
内は感謝されている。特に、九頭竜川
かわとまち協議会の計画を見て素晴
らしいと感じたり、解説が分かりや
すかった点は評価が高い。しかし、雨
による視界の悪さやアナウンスの聞
き取りにくさ、時間が延びたことで
昼食時間が不足したことは改善が必
要である。松永選手のアイデアから
川を愛する人々の協力でプロジェク
トが実現し、その過程を学べるのは
有意義であった。ただし、もっと掘り
下げた話や現場での解説があれば、
さらに理解が深まったであろうと思
われる。

　ガジェットとSNSを活用した情報
発信の実践的なノウハウが参加者に
理解された。多くが動画撮影への意
欲を示し、アクションカメラの具体
的な使い方に関心を持った。Kazu氏
の話は特に印象的で、YouTubeを通
じた情報伝達の可能性が示された
が、ガジェットへの関心がない参加
者には内容が専門的すぎた。情報発
信のための機材選びやデータの保存
方法についても学ぶことが出来た。
発信力強化はRACの必須要件と感じ
られた。全体として、新しい視点が提
供され、多くにとっては有益なセッ
ションであったが、参加者の興味に
よって多少の評価が分かれた。

　多様な専門家の意見が参考にな
り、生のトークから得られる知見が
あった。しかし、議論の深堀りが不十
分で結論が曖昧に感じられた。実践
的な内容の紹介がもっとあれば、参
加者が解決策を見出せる機会が増え
たかもしれない。一方で、ユニークな
クロストーク形式やコーディネータ
ーは楽しい時間を提供し、笑いも交
えたリラックスした雰囲気で進ん
だ。多くの意見が飛び交い、多様な視
点からの気づきが得られた。ただし、
時間の制約で全ての意見を聞くこと
が出来なかったのは残念な点だ。今
後はもっと時間を確保し、参加者一
人一人の意見を尊重した形式が望ま
れる。

　大会は全体的に成功と評価され、特にクロストークや基調講演が新鮮な切り口で参加者に良い刺激を与えた。綺麗な会
場とスムーズな運営に対しても感謝の声が多く、異なる経験を持つ人々との交流は貴重だった。しかし、参加型のディスカ
ッションについての要望があり、より深い議論を望む声が挙がっている。大会を通じて、水難事故のような重要なテーマに
焦点を当てることの必要性が認識された。次回の大会への期待も高く、継続的な改善と参加者の積極的な関与が望まれて
いる。
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　協賛
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福井県福井市若栄町７０２番地　www.tecco.co.jp

水門・除塵設備等の河川機械設備の設計・施工
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個人協賛　ご芳名（敬称略）

池内 昭彦

大谷 祐司郎

竹下 悟史

林 尚典

増永 宗大郎

ご協賛いただき、誠にありがとうございました。
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RACの紹介
　川に学ぶ体験活動協議会(River Activities Council 略称:RAC)は、川での体験活動を支援・推進するあらゆる活動を、時代
に合わせて総合的に展開していくために、川をフィールドにして活動している各地のNPO法人・市民団体が参加し、2000
年9月に設立され、2005年12月にNPO法人として登録した協議会です。

設立の背景
　1997年には河川法が改正され、1998年6月、河川審議会「川に学ぶ小委員会」がまとめた「『川に学ぶ』社会をめざして」と
いう答申が出されました。この答申では、「古来より、人は川の流れと共に暮らし、川を愛し、川から多くのことを学んでき
た。それは川が豊な恵みをもたらし、交通・交易の場として人々の生活を支えてきただけでなく、人間の心性に関する文化
を育んできたことの現れである。川とのつながりを取り戻し、川に学ぶ社会を創造すること。それはすなわち近代が生み出
した地球規模の環境問題や私たちの心の危機を乗り越え、真に幸福な次期文明を探ることにつながる。なぜなら、川とは自
然の生態系であると同時に、流域という共同体や生命のつながりそのものだからだ。川に学ぶ社会を創造するため、先ず
は、川の魅力とその本当の姿、川の作法を守ってきた先人の知恵を広く多くの人に伝えることが大切」と提言されていま
す。

活動の目的
　RACはNPO法人の定款において下記の通り活動目的を定義しています。地域の振興には健全な流域の発展が不可欠で
あるという認識に立ち、これを構成する流域の歴史・風土・自然・生活・文化等を通して、地球環境の根幹ともいえる水循環
を担う「川」を理解する「川に学ぶ」という理念のもと、川及び水辺での継続的な体験活動とそれを支える「川の指導者」を育
成する他、この活動の普遍化に向けて産学官民の連携のもと様々な分野や地域を越えた交流や支援を行い、同時に円滑な
活動を推進するために必要な調査研究や普及啓発を図り、もって良好な河川・水環境の保全及び創出に寄与することを目
的とする。上記定款の目的に賛同する全国各地の市民団体や各種組織や有志により、先に制定された川に学ぶ理念を柱と
して指導者養成や各種普及活動等を全国各地で展開しています。

第20回日本水大賞
　RACはこれまでに、「川に学ぶ社会」を目指し、川の指導者プログラムを一から作り上げて、水循環の保全 と人間性豊か
な人を育てる活動を20年近く展開してきました。その取り組みが評価されて、2018年に日本水大賞委員会(名誉総裁:秋篠
宮殿下)により、応募総数143件の中から「大賞」に選ばれ、表彰されました。

全国大会（川に学ぶ全国交流会・川に学ぶ体験活動全国大会）の開催
　川に学ぶ社会を全国各地域に広めることを目的とする当交流会は、平成10年度から平成12年度までは国主導で実施さ
れてきましたが、平成13年度からはRACの構成団体を事務局に、流域主導で開催されるようになりました。 開催地の会員
団体が主体となり、開催地及び開催地の関係機関のご協力をいただきながら開催させていただいております。
[ 開催年 開催地 主な流域 ]
平成13年 第1回大会 岡山県岡山市・旭川
平成14年 第2回大会 福岡県北九州市・紫川 
平成15年 第3回大会 徳島県徳島市・吉野川
平成16年 第4回大会 福井県武生市・日野川
平成17年 第5回大会 福島県会津若松市・阿賀川
平成18年 第6回大会 東京会場
平成19年 第7回大会  岐阜県岐阜市・長良川
平成20年 第8回大会 熊本県熊本市・緑川、白川、球磨川、菊地川
平成21年 第9回大会 広島県広島市・太田川
平成22年 第10回大会 鹿児島県薩摩川内市・川内川
平成23年 第11回大会 神奈川県横浜市・鶴見川流域
平成24年 第12回大会 岩手県盛岡市・北上川流域

平成25年 第13回大会 新潟県見附市・信濃川流域
平成26年 第14回大会 宮崎県延岡市・五ヶ瀬川
平成27年 第15回大会 北海道ニセコ町・尻別川
平成28年 第16回大会 大阪府寝屋川市・淀川・琵琶湖流域圏
平成29年 第17回大会 福岡県北九州市・紫川
平成30年 第18回大会 茨城県取手市・小貝川利根川水系
令和元年 第19回大会 北海道滝川市・石狩川
令和２年 （新型コロナウイルスにより中止）
令和３年 第20回大会 青森県三沢市・小川原湖
令和４年 第21回大会 東京都千代田区・荒川
令和５年 第22回大会 福井県福井市・九頭竜川

　RACインフォメーション

　平成15年春、私は突如として父（環境文
化研究所元代表）からRAC全国大会の運営
を託されました。RACという組織の存在す
ら知らなかった私は、インターネットで情
報をかき集め、それが川のリーダー育成を
目的とした団体であることを知りました。
　大野重男（RAC元代表理事）、斉藤隆
（RAC元事務局長）両氏とともに、多くの常
任理事が来訪され、大会の本質についてご
教示くださいました。行政主導から流域主
導へと改変を求められた私は、従来の資料
を一切使わないこと、運営は少数精鋭で行
うこと、そしてもし批判が出た際には実行
委員会が補佐することを求めました。当時
30代という年齢を含め、今思えばかなり
生意気でした。
　運営チームは、地域創造に励む大学生、
地元青年会議所の元理事長、地元商工会議
所と私の4人で構成しました。大会が迫る
中、数日に一度集まり、夜遅くまで議論を
重ねました。新たな方法での運営には批判
もありましたが、殆どは渡邊光一氏（日野
川流域交流会元代表）に守っていただきま
した。
　大会の2ヶ月前、足羽川での大洪水によ
り開催が危ぶまれましたが、この困難を乗
り越えようと全国から集まる皆さんと力
を合わせ、フィールド体験を通して新たな
問題に取り組む良い機会となり、交流会で
は盆踊りで一体となることが出来ました。
　それから19年の時を経て再び開催され
たこの大会は、ライブ感溢れる内容で、参
加者にとって有益な時間となることを第
一に考えました。クロストークは結論が出
にくい場合がありますが、そこで出た課題

は各地域、RACフォーラムや理事会で、継
続的に議論されることを期待しています。
そしてこの度、「大会宣言」を新たに行いま
した。RACの活動と日本水大賞の受賞を経
て、水難事故のない社会への貢献という
我々の志を全国に伝えることの重要性を
強調しました。
　今回の大会にこめた思いについて、今年
は特に水難事故が多発し、その多くはライ
フジャケットの未着用が原因でした。より
多くの方がRACを知っていたら、ライフジ
ャケットを着て川に入っていたらなど、歯
痒い思いが増していくばかりでした。今大
会では、そんなジレンマを少しでも解決に
向け前進するきっかけになることを願い、
今回のテーマを設けました。
　基調講演では、動画配信者であるKazu
氏をお招きすることで、RACの構成団体と
一般の方の架け橋になっていただくこと
をねらいとし、ご講演いただきました。ま
た前例が無い、動画クリエーターによる講
演で、RACにとっても新たなムーブメント
を起こす呼び水となればという思いもあ
りました。
　運営に際しては、さらに少数精鋭で実施
しました。実行委員会はWEB中心で、運営
部会もチャットを使いながら進めていき
ました。また、全国のRAC指導者の方々に
も、記録などの運営面でご協力いただき、
地元の実行委員会だけでなく全国の皆さ
んとつくり上げた大会となりました。
　実は、福井での開催は令和6年を望んで
いました。北陸新幹線の開通後にお越しい
ただきたかったからです。結局、開通に合
わせることが出来ず令和5年の開催となり

ましたが、「さよなら、しらさぎ・サンダー
バード」というキーワードで、お越しいた
だけたことは、逆に喜ばしいことでした
（新幹線開通後も名古屋・大阪からのしら
さぎ・サンダーバードは敦賀駅まではご利
用できます）。エクスカーションでは、水辺
の体験に加えて、流域のテロワール料理の
魅力もお楽しみいただけたと思います。
　最後に、運営部会や実行委員会、サイト
ツアーとエクスカーションに協力してく
ださった皆様、当日の運営をサポートして
くださった方々、そして全国から参加して
くださった皆様に、心からの感謝を申し上
げます。RACの一層の発展と水難事故ゼロ
を心より願っています。

編集後記
文責： 田中謙次

終了後に、福井駅を出発。「また来年会いましょう！」
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ご協力いただきました

全ての方と川に感謝します。

Thank you to all and the river.

第22回「川に学ぶ体験活動」全国大会in越前若狭　実行委員会　（ 順不同・敬称略）
実行委員長 坂本　均 ノーム自然環境教育事務所 代表
副実行委員長 宮尾博一 NPO法人川に学ぶ体験活動協議会 代表理事
実行委員 辻田英幸 国土交通省近畿地方整備局河川部河川環境課 建設専門官
実行委員 橋本　亮 近畿地方整備局福井河川国道事務所 事務所長
実行委員 久野茂嗣 福井県土木部河川課 課長
実行委員 下川　勇 福井工業大学工学部建築土木工学科 教授
実行委員 田中謙次 一般社団法人環境文化研究所 代表理事
実行委員 谷美沙希 一般社団法人環境文化研究所 研究員
実行委員 長　知寛 一般社団法人環境文化研究所 研究員
実行委員 細川和朗 NPO法人自然体験共学センター 理事長
実行委員 大門正悟 坂井市竹田農山村交流センター 支配人
実行委員 辻　英之 NPO法人グリーンウッド自然体験教育センター 代表理事
実行委員 齋藤　隆 NPO法人小貝川プロジェクト21 副理事長
事務局 田中彩愛 一般社団法人環境文化研究所 研究員
事務局 大井里美 NPO法人川に学ぶ体験活動協議会 事務局長

運営部会　（ 順不同・敬称略）
坂本　均 ノーム自然環境教育事務所 代表
田中謙次 一般社団法人環境文化研究所 代表理事
田中彩愛 一般社団法人環境文化研究所 研究員
谷美沙希 一般社団法人環境文化研究所 研究員
長　知寛 一般社団法人環境文化研究所 研究員
大谷祐司郎 国土交通省近畿地方整備局福井河川国道事務所 河川占用調整課 占用調整管理官 
林　尚典 国土交通省近畿地方整備局福井河川国道事務所 流域治水課長
銅　幸久 福井県土木部河川課 河川管理グループ総括主任
丸中孝通 福井県土木部河川課 河川計画グループ主任
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Echizen Wakasa

主催／第22回 「川に学ぶ体験活動」全国大会in越前若狭実行委員会
共催／特定非営利活動法人川に学ぶ体験活動協議会
後援／文部科学省、国土交通省、環境省、福井県、公益社団法人日本河川協会、公

益財団法人リバーフロント研究所、一般財団法人河川情報センター、福井
県アウトドア協会、福井新聞社、NHK福井放送局、FBC、福井テレビ、FM
福井、URALA

“川の体験”ノウハウ大百科
ー安全に体験できるために、私たちがやることとはー

会場／福井県繊協ビル 10階ホール

2023年10月21日 土 ・22日 日

O�icial HP
全国大会の公式HP

この全国大会は、公益財団法人 河川財団の河川基金の助成を受けています。

2024年3月16日 北陸新幹線 金沢ー敦賀間 開業

報告書

Real Safety
知識だけじゃない、実践で命を守る。
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